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序

本書は、太宰府市の西郊で行なわれている佐野土地区画整理事業に伴います一連

の発掘調査のうち、昭和63年度に実施いたしました尾崎遺跡の第l次調査について

まとめたものであります。

佐野地区の調査としては 3番目に行なったものであり、まだこの地域が太宰府の

歴史の中でいかなる位置を占めるかがまったく分かっていなかったころであり、

日々出土する遺構や遺物はそれぞれに新たな事実を教えてくれました。なかでも大

溝の中から出土いたしました木製の扉4点は、九州での出土例がきわめて珍しく、

また全国的にみても類例は少なく当時の建物復原に貴重な資料を与える結果となり

ました。

さらに住居跡の発掘は、太宰府市内ではこれまであまり知られることのなかった

古墳時代の生活の一端を窺わせる重要なものです。

発掘調査は春から夏にかけての厳しい炎天下のなかで行なわれましたが、地元大

佐野・向佐野をはじめとする作業員の皆さんの並々ならぬ努力のおかげをもちまし

て、無事調査を終了することができました。感謝申し上げる次第であります。

ささやかな一冊ではありますが、学術研究はもとより文化財の保護、啓発にお役

立ていただければ幸いです。

平成5年3月

太宰府市教育委員会

教育長長野治己



例目

1.本書は、太帯府市軟育喬鼠合が昭和63年度に慌施し社大事附都市計画事業佐野土地区画監

理に伴う大佐野・尾崎遺跡第 l次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書であるo

2.調査は昭和63年S月18日から10月15日まで実施した。地番は福岡県太宰府市大字大佐野宇

田崎74、75-1、76-1で、開発対撤面積は約25.000rn2 (袖|日|輔骨予定の雛川遺跡餌 1次欄査地

点を合む)、調査面積は7.500m2であるo

3.調査の関係者は第I章に記載したとおりである D

4.検出遺構の実測及び写真撒鮮は、挟NI真一・山村借柴・氷見搾徳・山本孝措・

出土遺物の実測は、土器が境一英、木器は田中克子・期間レイ子が中心となり狭川・山村が

補足した。清絵は重松麻里子・井上信正・河田聡・柴田剛・西村晴香・境・狭川が行なったO

出土遺物の等真撮影はフォトハウスおか(代表問紀久舟)にお願いし、検出遺構の空中写真

撒彫は、(有)空中属稲寓が行なった。また、検出遺構の金体岡(配置問)作成はアジア

航測株式会社福岡支庖に委託した。

5. 遺構築測図及び遺構配置図はすべて国土調査法第 II~標系を基準としている o よって図中

に示芯れる方位は特ι、注記の~.い隅り座標;北 (G.N.) を附している O

6.出土した土器の付着物の分析は、国立歴史民俗博物館の永嶋正春先生にお願いし、併せて

玉稿をもいただいた。また、花粉分析・種実同定・昆虫同定の自然科学分析は、パリノ・サ

ヴェイ した。

7.本書の執筆は目次に記載したとおりであるo

8.本書の編集は、狭川が担当した。
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Fig.1 太宰府市とその周辺の遺跡(1/30，000)

1 大野城跡
2 岩屋城跡

3 陣ノ尾遺跡
4 筑前国分寺跡

5 辻遺跡
6 松本遺跡
7 筑前国分尼寺跡

8 千足遺跡

9 御笠軍団印出土地 17 市ノ上遺跡

10 水城跡 18 神ノ前窯跡
11 大宰府政庁跡 19 原口遺跡

12 観世音寺 20 篠振遺跡

13 遠賀軍団印出土地 21 前田遺跡
14 大宰府条坊跡(破線内)22 宮ノ本遺跡

15 君畑遺跡 23 雛川遺跡
16 般若寺跡 24 フケ遺跡
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25 尾崎遺跡
26 脇道遺跡
27 殿城戸遺跡
28 野口遺跡
29 剣塚遺跡
30 唐人塚遺跡

31 峯遺跡
32 桶田山遺跡

33 道場山遺跡



1 .はじめに

『太宰府・佐野地区遺跡群Ij (太宰府市の文化財 第14集)でも記載したとおり、太宰府市

西郊の佐野地区における区画整理事業は、昭和63年度から一部工事に着工した。工事に伴う発

掘調査は昭和62年度から着工し、当初計画では常に工事の 1年前に発掘に着手できる予定であ

ったが、諸事情から必ずしもうまく開始できず、今回の報告叶である尾崎遺跡第 1次調査地点

も、内I~'こ轍;骨骨耕えている}原 IじJi躍剛:鱗 l 次醐査地点lflfJ欄鵬平日63年肢の;工帯精帯地点であり、工I

に調査がかろうじて終γした棟な状況である日

以後毎年、年間を通じて発掘調査は続き、平成4年度までに向佐野地区4遺跡、19次調査地点、

大佐野地区7遺跡16次調査地点を数えるまでに至っているo そのなかで向佐野地区の前田遺跡

は弥生時代前期及び後期の集落、奈良時代の官道など太宰府市内でも有数の遺跡のーっとなり、

同じく宮ノ本遺跡は以前から知られる買地券を保有する横墓だけでなく、奈良時代から平安時

代中閣の一大官人墓地であることも判明した。大佐野地肱では尾崎遺跡・脇道遺跡が弥生時代

かb市塙時代|にかけての患の臓部遺跡である可能I生品培えられるようになるとともに、;脇

2次閥査地点では 5世紀棟半頃の貯木場跡とみbれる遺構が検出されたり、その上掛

から奈良時代前半とみられる木簡が出土するなど、こちらも話題性に富んだ遺跡が相次いで発

見される結果となった。

しかしながら大きな発見に反して遺構の保存は思うにまかせず、前田遺跡で官道の一部が公

園の下に残されることになったほかは目だ、った保存措置は行なわれておらず、削平の憂き目に

遭わなかった遺構群もほとんどが宅地の下に再び眠ることとなってしまったのは残念であるo

ちて、今間報告する尾崎遺跡、都1次鯛班地点は標高34即付近にあり、大佐川l野111，ιよって開析

怒れた小掛から腕〈低位な沖欄平時の一角に位置する O 瑚在は県道32号線によって:分断されて

いるが、大佐野集落の南方、来持山から北に派生する丘陵の裾部分に展開する脇道遺跡第2次

調査地点(平成4年度調査)から続く微高地上に位置するものと思われるo

この遺跡は現在までに 5次にわたる調査を数えるが、遺跡の主体は弥生時代から古墳時代に

かけての竪穴住居を中心とした集落であることが判明しつつあるo今回報告分はその一部で最

も東端に位置している (F培.2)0 

第1次調査長は、調査時点での地帯が、楠岡県大事府市大学大佐野宇鹿崎74、75-1、76-1で、

珊地?の欄l置は昭和63年5fJ18聞から10月15日まで実施した。この問、組跡企般と

に閲して記者発表を荷なうとともι、7月9日には現地説明会を慌施した。さらに調査終了後に

は騨に関して、専門誌上にその速報を掲載する機会を得た。

整理作業は調査終了後随時実施し、主たる整理は平成4年度を充てた。
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Fig.2 尾崎遺跡周辺の発掘調査地点(1:5，000.遺跡名のあとの数字は調査次数)
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第1次欄査の現地欄査及び盟理の組織は次のとおりである。

発掘調査・昭和63年度

調査主体 太宰府市教育委員会

総括

庶務担当

教育長 藤欝入

社会教育課長 花田勝彦

文化財係長 鬼木富士夫

岡部大治

白水伸司

技師 山本信夫

狭川真一(調査担当)

緒方俊輔

(嘱託) 山村信議(調置担満)

発掘調査および整理作業参加者(順不同、敬称略)

(発掘調査作業員) 田中平助 田部澄博 萩尾昇 萩尾泰祐 八柳健之助

麟陳重量 背脂徳構 太田ヤス子高醐キ現l ヨ 古JIIトミ 古川民子

古川ヨシ子宮原ハナエ 山本洋子 大田敬子 宮原圭子 柴田ツキエ岩男澄子

早田ミツル 中嶋幸子 中嶋さなみ米原峰子 宮田恵子 岸邦子 川原田美千代

繭原肱良子 |白木ハルミ 大地ブミ子 ミエ 萩尾摘磨子税局カ

田中テル子 中島タキノ 中島タカ子中嶋はじめ松鴎順子 白水いせの徳永モモエ

田原智恵子 山下淳子 渡辺ひとみ花園美千子楠林静香 吉田正子 大久保悦子

梱村帯留捷

山本孝浩 棲井美也子(奈良大学学生)

(発掘調査補助員) 永見秀徳(現在筑後市教育委員会)、山田富美

(整理作購買) 高柵アイ 欄山捷j章子 田崎!しょう

整理・平成4年度

総括 教育長 長野治己

庶務担当 教背開蝶 中川シゲ子

文化課長 佐藤恭宏

埋蔵文化財係長高田克二

主任主事 HI谷豊

主任技師 山本信夫

狭川真一(整理担当)

城戸康利
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(整理作業員)

(整理補助員)

(調査補助員)

技師

緒方俊輔

山村信条(整理担当)

中島恒次郎

塩地潤一

(嘱託) 田中克子

林美知子中村房子野田美子堀尾はるみ小西晴代武堂年子

境一美河田聡柴田剛西村晴香

森田レイ子 山中幸子

重松麻里子井上信正

調査及び整理に際して次の方々からご教示、ご指導を賜った。文末になったが記して感謝の

意を表したい。(五十音順、敬称略)

小田富士雄(福岡大学) 工楽善通(奈良国立文化財研究所) 斎野裕彦(仙台市教育委員

会) 佐藤浩司(北九州市教育文化事業団) 永嶋正春(国立歴史民俗博物館) 松岡良憲

(大阪府教育委員会) 山田しよう(旧東北大学、現ハーバード大学) 山手誠治(北九州市

教育文化事業団) 山本輝雄(九州大学)

発掘調査に際して快くご承諾いただいた地権者の方々は次ぎのとおりであるo文末になった

が記して感謝の意を表したい。(五十音iII夏、敬称略、字篠原、字雛川地区を含む)

大田修 大田弘 大田正己 柴田泰博 白石浅雄 白石徳美 田村恭子

中嶋範児 古川勲 古川書 古川芳宏 宮原静馬 宮原堤 宮原柳子
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H.試掘調査の概要

尾崎遺跡を発掘調査するに先だ、って、遺構の残存状況を把握すべく開発対象地区である字尾

崎、学l篠原、宇離川l、学ブケの約四.000m2について拭掘調査を実施した。賦掘欄査は水間一聞

に対して 1----2本程度のトレンチを設定し、機械力を用いて掘削した。トレンチは51筒所に及

ぶが、遺構が検出されたNO.1----1lとNO.45----51についではここでの報告を割獲した。またト

レンチは、水田の耕作;土をすべて除去した段階から掘削合開始している(調査方法については

『太宰府・佐野地区遺跡群 Ijを参照)。以下に各トレンチの状況を簡単に報告しておく O な

NO.1--]1は離川遺跡第 l次調l班、 NO.45--'51は今回)報骨する尾崎遺跡第 1次調|査地点に

あたるo (Fig. 3) 

NO.12----17トレンチ 床土を除去すると砂唱、粘土層、砂層の堆積で、 13トレンチでは粘土層

の中に若干の漬物を包合していたO 粘土にはプロックは講じっていない。 14----16トレンチでは

すぐ粘土層に至り、 17トレンチでは粘土層は観察されなかった。

NO.1.8トレンチ 床土直下から高血砂の堆欄である。

NO.19トレンチ トレンチ中央付近で馬の背状に残る黄色粘土の地山を検出したが、遺構は確

きなかった。この地山の阿側は砂の堆積であるO

NOゅ20トレンチ トレンチの南端は黄色粘土の地山が検出されたが、他は青灰色粘土と砂が入

り乱れた状況を呈した堆積であるO 堆積中に流木が検出されたが、人為的な遺物、遺構は検出

dれていない'0

NO.21トレンチ 床土の直下は砂の堆積である O

NO.22トレンチ 床土の直下は砂、腎灰色粘土、砂の順に堆積しているO

NO，23トレンチ 床土の直下は茶色粘土で流木を含んでいるO その下は砂の堆積であるO

NO.24トレンチ 床土の直下は砂の堆積である O

NO.2Sトレンチ 最近:の地上げがなされているが、その掛り土(真砂土)を除去するとよくし

まった青色砂であるo 堆積土であるがかなり安定した面を形成しているO

NO.26----28トレンチ 地上げの真砂土を除去すると砂の堆噛膚であるo

NO.， 29-33トレンチ 床土を除去すると砂の堆積層であるo このうち31----33トレンチでは粘土

の堆積層が中間に挟み込まれており、 32トレンチでは南側から流れ込んできた状況が窺えるo

NO馴34・35トレンチ 34トレンチの陶端に地山と考えられる粛他粘土が認めらlれるが、遺構は

検出されていない。北側は砂の堆積である o 35トレンチではそれに続くと見られる砂の堆積を

石義昭したにとどまる。

NO.36トレンチ 床土の下は、砂、茶色粘土、黒色粘土、砂の堆積で黒色粘土中の北寄りには

流木が含まれていたが、人為的な遺物、遺構は検出されていない。
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Fig.3 宇尾崎・篠原・雛川地区試掘調査位置図 (112000)
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NO.37トレンチ 砂と粘土の視癒した堆積層lを確認した叫

NO.38トレンチ 床土の下は、砂層、粘土層、砂層、青収色粘土の順に堆横しているo

NO.39トレンチ 床土の下は砂の堆積であるo

NO.4uトレンチ 床土の下は砂層lで、その下に茶色粘土を混在する砂の堆積がある。さらに下

曙には黒色粘土の堆積が確認され、流水が検出されたo

N'O.41トレンチ 砂、黄色粘土のブロックを多く合む堆積土、よくしまった黄色砂、黒色粘土

の順に堆積する口

NO.42トレンチ 床土の下に遺物を若干含む薄い包含層があり、以下茶色粘土、砂、黒色粘土

の111賞に堆積する。

NO.43トレンチ 庶土の下は、黒茶色土、暗灰色粘土、黄色粘土、茶色砂のJ!I買に堆積しているo

暗灰色粘土には若干の遺物が合まれていた。その下の潤色粕土は安定した面であったが遺構は

確認されなかった。

NO‘44トレンチ 床土の下は灰色粘土、黄色粘土、灰色砂の順に堆積しているO 灰色粘土およ

び黄色粘土は遺構面の可能性があったが、この地点では確認dれていない。

以上の結果から、地山の可能性が考えられるのはNO."19・20・25・34・41・43・44の各トレ

ンチであるo このうち41・43・44は、西側隣接地を平成3年度にブケ遺跡第2次調査として調

査した結果、遺構面が著しく削甲されていることが判明したりこれらのトレンチでも遺構の確

詔されなったことはこの削平に組因するものと判断される。しかしながら42トレンチでは砂や

粘土の堆積が確認されるため、この地域までは遺構面の広刑りを期待することはできない。 34

トレンチにおける地山の検出は、 32トレンチの堆積状侃と併せて、隣掘する宅地や水田の一部

(筑紫野市)が、現在の筑紫農協がある丘酸から東に派生する微高地の一部であるl可能性を

唆するものである。 19・20トレンチでわずかに検出された地山は流水によって挟られたような

状況を思しており、当初は安定した面を形成していたものが後に大きく削られた結果の産物と

見倣されるo遺構が残存しておれば、この付近にも確盟、できた可能性が考えられるo

これ以外の地点は、ほとんどすべてが流路の一部分であると考えられる。大佐野地区の南側|

の丘陵地帯から流れ出る、大小の河川によって形成された浦路であったとみられ、長い年月の

聞にいくつにも流れを変化させながら現在に韮るものとみられる o

今回の試掘調査では対象地の大半に遺構lはなく、西輔の属崎地区、北東隅の雛川地区にかろ

うじて残存していた状況を確認したにとどまるo また、フケ地区の未調査範囲に遺構の残存す

る可能性を推定できたことは、これ以後の調査の指針になり意義があるものであったと言えよ

つo
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m.調査の概要

( 1 )検出遺構

調査区の北側と南側に大溝が東西に流れ、それに挟まれた地点の中央付近に竪穴住居跡4棟、

掘立柱建物2棟、土墳、ビットなどが検出された。また北側の大溝から北にも遺構は展開して

おり、竪穴住居跡 l棟、掘立柱建物跡l棟のほか若干の遺構が検出された。さらに溝内には桝

状のものをはじめとする 4基の貯木等を目的としたと考えられる遺構が構築されており、その

付近から多くの土師器、須恵器、木製品が出土した (Fig.4. Pla. 1. 2) 0 

Fig.4 尾崎遺跡第 1次調査遺構配置図 (1/800)

-9-



住居跡

11811010 

(Fig.5、P1a.3) 

181010は調査区の北

東隅で検出された一辺

4.8mの方形を皇すも

ので、床閣で検出した

柱lの位置や壁構の存在

から住居l臨と判断 lし

fこ。

プラン検出国から床

面まで 8cmほどしか

していない。牲は

4本あるものlと思わ

れ、l 南側の柱穴には柱

痕跡が確認されてい

るo床面は顕著には積

み土などの調整はな

く、硬化も認、められな

い。蟻j蒋の捕さは10cm

程度で部分的にしか存

在しない。プランはさ

らに調査区域外に延び

る。

土は県也士一層

で¥こ は18D001

の黒色土層に近似し、

両者が同じ様な堆積環

境で埋没したものであ

り、上位曙が同じ版色

土であるこ止や出土土

掛から共|時'性を持つも

のである口

o 2m ⑧ 
35.0m 

勿勿核物~多

後級協物物Oi修-
凶9'178

。。。
Q θ め%

。
~Q)一

。

O 
o 2m 

オニ同盟一臆 i. . 茶褐色1ニ
2.黒色土
3. 

o 

。

Fig. 6 181040実測岡及び土層断面図(1/80)
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)々 (Cジ

② 。
o 2m 

Fig. 7 181040掘り形プラン実測図(1/80)

d 

O 
4 
⑧ 

1 SI040 (Fig.6-----8、Pla.4・5) 

調査区の中央で検出した正方形をなす竪

穴である。検出時にはすでにベット状遺構

が確認され、床面まで深いところで"10cm

程度しか残っていない。東隅を欠く。ベッ

ト状遺構は方形プランの辺に沿う様に壁溝

を伴って矩形に巡り、一箇所が外に向かつ

て1.4mの幅で開いている。中央に深さ

20cm、f歪40cmほどのビットカfある。この

南東方向に開く空間がこの住居の入り口と

想定しているO その対辺が一部 1m幅で、矩

形に凹んでいる O 主柱穴は入り口の対辺に

二つ一対で検出された。その聞に浅い窪み

があり、斐型土器の胴部が破砕され伏せて

置かれた状況で検出された。炭層を伴い、

炉跡と判断している O 壁溝は幅10cm、深

さは深いところで、10cmo 溝の内外の不定

位置に直径10cmほどの杭跡を伴う o ベッ

トは土層から掘形を均した後、積み土をお

こなって形成している。杭痕の存在からこ

の溝に板状の物が挟まれていた可能性があ

Fig. 8 181040中央炉付近土器出土状況(1/20) るD 床面の人為的な調整は認められない。

堀形は辺に添ってL字型に深い堀込みがあり (Fig.8)、埋め戻LているO 掘形の四周には杭跡

が並び隅のものは大きめのビットであり、壁もしくは軒に関する遺構と思われる o 18B029と

は柱方向を揃えているO

1 SI050 (Fig.9、Pla.6) 

調査区域の中央西寄りで検出した長方形プランの竪穴で、床面検出の柱位置から住居と判断

した。

検出時で既にほぼ床面が露呈しており、床は黒灰土混じりの黄灰土が敷かれその上に黒灰土

が堆積していたが、調査時には黄灰土まで遺構廃絶後の堆積土と誤認して一部堀過ごしてしま

った。プランは長辺5.2m、短辺4.3mの方形を呈すO 長軸方向に主柱穴が二つ。この間に不定

形の薄い炭層の広がりが認められ(図中アミ部分)掘り形はないが火床と思われる o 西角隅に

1. 4xO. 6mの方形の窪みがある O 東側長辺中央に二段掘りのピットがある o 北側短辺中央は掘

-11-
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Z初級協妥グ4勿微弱グみ珍~.
Ig'.9 18X050実測l図 (1/80)

り形掘り下げ時に不定割に掘り時おれている。盛溝やベットは無い。掘り形外に杭跡が散在す

る。

18.1060 (Fig.10、P加ー7・8)

関l査区域の中央西智子り、 181050の南側lで検出した長方形プヲンの竪穴で、床面で検出した柱、

炉都位置等から住居と判断した。検出時で既にはぽ床面が露製しており、プラン内で検出した

ピット群の個々が床面使用時に怖戚されたものか組没後に冊。込まれたものかは弁別が離しい。

プランは長辺6.1m、銀辺5.2mの方形を盟す。長軸方向に主柱穴がこっ。このl問に不定形の

浅いすり鉢状の掘り形を伴う薄い成層の広がりが認め臼れ(岡中アミ部分)、この炭j習を拙り

下げる段階で破砕し火を受けた饗型土器片が検出され土器敷島;前であったこたが確認怠れた。

車柱穴は掘り形の大きさが南北で謹があり、北側は掘り直しの可能性もある O 東側長辺中央に

こ段掘りの土坑がある O 拙り形が住賠プランから lはみ出 lし、時面と覆土が異なることから別遺

構18K022(土坑)と判断したが、この住居に伴う可能性も部定できない。この土坑は1XO. 8 

XG.15mで東側に段がありl底に1，;;1:東寄りに小ピットがある。北側短辺中央付近には長さ1.3m

の短い溝状遺構がある o ベット状遺構は確認されていない。

1 81070 (Fig. 11、Pla.8・9) 

調査区域の中央四番手り、 181050の南側で検出した方略プランの竪穴で、床面で輸出した柱、

炉掛位置等から住居と判断した。

-12-
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34.6m 

務勿~物~
Fig. 10 lSI060実測図(1/80)

検出時で既にほぼ床面が露呈し一部削平されており、プラン内で検出したピット群の個々が

床面使用時に形成されたものか埋没後に切り込まれたものかは弁別が難しい。プランの東側を

南北に縦断する溝はこの住居より新しい。プランは長辺6.4m、短辺6.0mの方形を呈すものと

恩われ、 lSI040に似る O 短軸方向に深さO.5m~まどの主柱穴が二つ。柱は土層観察から抜き取

られた可能性があるD ここから小型特殊器台が出土しているD その柱間のやや南寄りの位置に

径O.6m~まどの炭層を伴う炉跡と思われる浅い土坑がある O 矩形に展開する幅10cmほどの溝は

床とベット状遺構との境にある壁溝と思われ、図破線のプラン復元はこの溝を基としている O

床には黄灰土が敷かれている。この層とベットの積み土を取り除くとプラン南辺に黒灰土があ

り、掘り形はこの分だけ深かったことがわかる O

lSI040、050、060、070はごく近しい時期、もしくは同時期に営まれた住居と思われるが、

構造的にはlSI040とlSI070が近似している。平面プランが長方形から方形に移行しているが、

主柱穴は2つであり弥生的な要素を持ちながら古墳時代のプランに移行しつつある例の一つで

- 13ー



あるo

掘立柱遺物跡

市88029(Fig.12) 

調査区中央付近で

検:出した2間X1聞の

南北棟の建物。柱聞

は醐北が2.3x 2m、

東西3，.8mo柱痕がニ

つ確認され径15cmほ

どの材が用いられて

いた。建物の南北軸

の方位はN-46
0

一日で

ある。181040に添う o

1818035 (Fig.. 13、

Pla.3・10)

調査区北西隅で検

出した2間X1間の南

北棟の建物。柱聞は

南北が1.8X 2m、東

西3.3m。径15cmほ

ど柱痕が五つ確認さ

れ、そのうちの幾っ

かに材そのものが残

しているJ建物の

二物後級協物解物問

111 

1，111 

111 

111 
111 
111 

11 

I! 
11 
11 
11 

@l@ 。

(H¥ '¥¥ 

{~ 
@ 

~ 

@ Q) 
2m 

5.0m 
--1Q/716 7F 1 ，8 21 一一

ιι -L-よ;て乍L可ゾ Y yyyyy.開開闘閑酬;目周悶;周聞
w. 品担一f覧

1 鴎褐色粕鷲オニ 4 時灰
6 2 n密淡色土 5 φ (紫色土プロック入
3 黒茶色土 6 黒褐色土(茶褐色土入)

7 iJ事繍f!j:

Fig. 11 181070実測図及び土層断面図 (1180)

(炭入)

南北軸の方位はN叩41
0

-.Eである。 18D002に切られる o 181010ι添う o i:棒状遺構18D001iJ通ら出

土した木割品大卒がこの18B035と対l岸の掘立柱諸物18B08Dのl聞で出土した。

188080 (Fig. 12 ) 

調査区西側で検出した2間X1聞の南北棟の建物。柱聞は南北が4.7m、東西3.1m。建物の南

北軸の方位はN-35
0

一日である o 181035とは溝状遺構18D001の対岸にあるo ほかの建物と比較し

て牲聞や柱位置がやや不揃いである。

土概

1 SK005 (Fig. 15、Pla.ll) 

調査区中央付近で検出した楕円形の窪みで、 2.8x4. 6XO. 2mを計るO やや粘質の黒色土が

14-



1S8029 

1S8035 

開~~彰
-15際

⑧ 

全面に堆積していた。

1 SK008 (Fig. 15、Pla.11)

調査区中央付近で検出し

た長方形土坑で、1.6XO.8

XO.2mを測る O 茶褐色土が

堆積していたo 中央西壁際

の底近くに赤色顔料塊が検

出されたO 長軸は隣接する

掘立柱建物18B080に添う o

墓の可能性もあるが、確定

的な証拠は無い。埋土中か

ら土師器片が出土しているo

1SK014 (Fig.14、Pla.12) 

調査区北中央付近の溝状

遺構18D001の汀線際で検出

した円形の土坑で、 0.85X

O. 65XO. 4mを測る o やや粘

質の黒色土が全面に堆積し

ていたo 土層から18D001の

最終埋没と期を同じくして

埋没したと考えられる。板

材と鉄斧の木製の柄が出土

しているo

35.0m 1 SK022 (Fig.15) 

前述の住居跡181060中で

F
h
d
 

検出された。詳細は181060

参照のこと o

1 SK025 (Fig.15) 

調査区北西隅付近で検出した不定形の窪みで、 2.2 X 1. 5 X O. 3mを測る o やや粘質の黒色土

に地山の黄灰色粘土ブロックが堆積していた。不定形の溜まり状遺構18X015を切っているo

1 SK033 (Fig.15) 

調査区西側付近で検出した楕円形の窪みで、 2.75Xl. 7XO. 7mを測る O 複数の土層がすり鉢

状に堆積していた。住居跡18I070に添う O

努場~勿勿務勿場Z
2後物后グ物後的
出0・98

⑧ 

o 2m 

Fig. 12 18B029・035実測図(1/100)



出0・98

⑧ 

ω印・
0

ヨ

物 州問後務

35.0m 

o 2m 

Fig. 13 lSB080実測図(1/100)

ωG'Pε 

1SK055 

② 

34.2m 

I 1:SIK014 

ωhF・ω
ヨ

Fig.14 土墳実測図 1 (1/30) 
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1 SK045 (Fig.15) 

調査区中央西の溝状遺構

lSD002の北側汀線際で検出

した情円形のl土杭で、 3剛4X

2.4XO.9mを測るo

1 SK055 (Fig.15) 

調査区北西側の溝状遺構

lSD001の汀線際で検出した

l円形の土坑で、 0.8XO.7X

O.3.mを測るゆ

が堆積していた。

からlSD001の最終埋没と伴

に埋没したと考えられる o

土師器の高杯と費、木製の

(加除 I~t ? )がl出土し

ている。

② 

34.3m 

O 1m 



1SK005 

35.0m 

1SK033 
E
∞.寸
mu

④ 
34.6m 

⑧| 

ゑ仰仏協みクタ

Fig.15 土壌実測図II(1/80) 
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土層一覧

1 黒色土
2 黒褐色土

3 黒色土(黄色粘土プロック入)
4 黒灰色粘土

34.6m 

o 2m 



溝

180001 CFig.16) 

調査区の北側を西から東に向かつて流れる幅12mほどの大きな溝で、堆積土の大半を植物腐

食ι曲来する黒色土}簡が市めるo砂層の発遣は無く滞水状酪で{低温地状を盟していたものと思

われ、この環境を利用して性格不明な貯蔵施設がこの遺構内にlSX065、100など概数存寵する。

また、多くの木製品や動植物遺存体も出土した。

180002 

lSX015に続く長さ約12m、幅1.8mの溝で、黒色土層が堆積土の主体である o lSB035を切っ

ている O

18D020 (Fig. 16) 

調査区の南側を閣からl東に向かつて流れる幡15mほどの大きな溝で、 lSD001と同じく堆積土

の大半を植物腐食に由来する黒色土層が占める。この溝には砂層の発達が多少見られ、流下と

i帯水状態を繰り返したらしいが低湿地状態が長く続いたものと思われる。また、多くの動植物

遺存体も出土した。 lSD075に切られるo

18D075 

捌査庇の南側を聞か 向かつて流れる幡15m~まどの大き枇構である o 顕著な遺物は出土

していない。

180115 

調査区の南から北に向かつて流れる幅3m~まどの溝で、すべて白色の組砂層で覆われる o 奈

良時代の須恵器片が小量出土しているo

1!S0001 35.0m 

一一 } 2 2 一一一一一一 f 一一一二ニロ担出Zご~一一一一一一一一 ← ---之ア四一一一一 -----竺ニ戸一一-草間戸~福山町
~一二二こここ.::::=:::7-二五二司一一一一「つt::-十て二二::::;::---2二一一←-一一二ニ~一一

イウミヰーー一一年一----..-で~ヨ正ぎ二11 10 
.... 4 一一一--/'1デ¥ ~\ 

アマー l:: ~ 12 
6 's 9 7 

1SD020 

2 
3S.0m 

6 "7 9 

土層一覧(18D001)
l 淡賞灰色土(旧耕作土 黒色土(植物腐食土層 黒色土(混細砂 10 黒色土(地山粘質プロック混)
2 灰色粘質土 5 黒色弱粘質土 8 黒色粘質土 11 淡黄色弱粘質土(地山)
3 黒色土 6 白色細砂 9 黒色砂状土 12 灰色組砂( ~ ) 
ニた閣一覧 (18D020)

1 j竜i灰色土 4
2 駅悦柑ニ1: 5 
3 i.旋隅褐色粘土 6 
※3-6は、遺物取り上げに際し、緑色土としたo

P
M
 
8
9
m
 

'
i
R
M
q
u
 

l
l
l
 

Fig.16 溝遺構土層図
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1SX015 

⑦ 

35.0m 

Fig. 17 lSX015・028実測図(1/80)

その他の遺構

1 SX015 (Fig. 17) 

調査区の北側で検出された不定形の溜まり状遺構でlSD002に繋がるo 上面はかなり削平さ

れているらしいが、 lSD002の溝底と比較しても極端に深いものでない。小型の手づくねの器

台が多数まとまって出土している(図中アミ部分)。

1SX016・017・018・019・021 (Pla. 13 ) 

lSD001の汀線南側の黒色土層上面に検出された土器の集積群で、まとまりのある群ごとに

個別番号を与えた。図示した出土土器は古墳時代前期(布留式土器古段階)の古いものを多く

-19-



nu 
nu 

λ
斗nd
 

p
O
 

A
『
V
E
 

④ 
1SX065 

Fig，.18 桝状遺構等配置図(1/100)

含むが、集積した時期は土層から溝の最終埋没時期と考えられるo古い時期の遺物は調査区中

央の住居跡群が機能していた時剛の所産で、散期の遺構が削明、流出するのlに伴って集欄化し

たものと思われる。

1 SX028 (F'ig. 17) 

j棒状遺構18D020と18D075が合流する場所の北岸にあるi留まり状遺構で、粗い砂が地山を挟

って堆積していることから自然作用によって出来たi留まりの可能性がある。

1SX039 

掘立柱建物18B035の南側にあるピットで柱材が遺存していた。有機的関係を持つピットが

た らない。(以上山村)

1 SX065 (Fig.19、Pla.14)

18D001閣時に捜するように仲られた遺構で、棟述する18X1仰の東側に位置する o?韓岸を2m

X1.8m程度加工し、岸中ほどに平坦部分を作り出している o その平堀部分の躍に沿うように
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矢板を打ち込みその前面の所々

に杭を打ち込む。矢板は方形の

区画を形成するように打ち込ま

れ、西側では矢板の打ち込まれ

た跡が溝状を呈して残っていた

が、北側の遺存状況は悪い。し

かしながら当初の規模は1.9Xl.

9m程度に復原されよう O 南隅に

のみ直径12cmの柱がある O 遺構

はlSD001腐食土層上面に構築さ

れていた。

1 SX090 (Fig. 20、Pla.15・16)

lSX001の中ほどでlSX065の北

側に、杭を中心とした材を横に

寝かせて並べた遺構である O 範

聞は2.OmX 1. 7mで、腐食土層の

② 

し

o 1m 

Fig. 19 lSX065実測図(1/25)

上面に構築されていた。杭などを打ち込んで固定した形跡はないがかなり意識した並べ方をし

ており人為的な物であることは確実であるo用途については明らかではない。

1SX100・105(Fig.21、Pla.15. 17~20) 

lSD001南岸に接するように作られた桝状遺構で、 lSD001腐食土層の上面に構築されているo

ここでは桝状に作られた本体部分をlSX100としその周りを巡る杭列をlSX105として捉えてい

るが、後述するように本来は同一の遺構であると判断される o lSX100は、主に建築部材を転

用して作られるもので、現状での長さ3.26m、溝側の幅1.55m、岸側の幅3.20mの台形状を呈

している。深さは溝側でおよそ0.3mで、ある O 岸側には木材を用いた施設はない。形状は大き

o 1m 

く変形しているが、これに関連するlSX105の構造からみて材

を杭によって挟み込むようにし固定していたと考えられるo

このことから、当初は東西2.55m、南北3.1mの僅かに南で

広がる台形状を呈していたと考えられ、北側の板材には扉材

2枚(把手側が表)が転用され、西側は長大な板材と自然木

を、東側では扉材(把手側が表)2枚と自然木を使っていた。

また囲いのコーナ一部分には青灰色粘土を用いて板同士の隙

間を埋める作業をしており、何らかのものを蓄える目的で構

Fig. 20 lSX090実測図(1/50) 築されたと考えられるo 遺構構築にあたって溝岸を加工する
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※見透図は1SX100のみで、 1SX105杭列は除外している。

Fig.21 lSX100・105実測図(1/40)
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作業は確認されなかった。な

お、遺構内の埋土は大きく 3

層に分層され、下から青灰色

砂層、黄灰色砂層、黒色腐食

土層の順でほぼ水平に堆積す

るo この黒色腐食土層の花粉

分析の結果ではスギが高率に

出現している事実があり、遺

構内の状況と溝(lSD001)の

状況が異なっていること(付

編参照)から、遺構の崩壊が

すすみつつも内部まで大きく

撹乱するには至っておらず、

内部の状況はかろうじて保た

れていたといえる O また腐食

土中からは土器、木器が多く

出土したが、内部はあまり撹

乱されていないとは言え遺構

が崩壊途中の姿であることか

ら、すべての遺物がこの遺構

に直接関連するものとはいえ

ない。

1 SX11 0 (Fig. 22、Pla.15・16)

② 
o 

¥ 

~ 

2mG 

Fig. 22 lSX110実測図(1/50)

@ 

。

i!iP 

~ 
~ 

@ 

lSD001を堰き止めるように長さ3.61mの自然木を南北に横たえたもので、本来は杭で固定

していたようであるO 他の検出材を観察すると先の自然木の小口付近のものはこの材に直交す

るように位置しており、西側が調査区域外に延びるものの当初は長方形を呈する囲み状の遺構

であったと考えられ、復原長は南北約3.6m、東西2.1m以上になる o 囲みの中ほどにも直交す

る材が存在し、これも当初の形状を伝えるものであれば内部に仕切があった可能性も考えられ

るo またlSX100との聞に横たわる長さ3.06mの材もこの遺構に帰属するものと考えているo

lSX065・090・100(105)・110の4つの遺構はlSD001の腐食土層が堆積したあとで構築され、

ー箇所に集中して存在している (Fig.18) 0 互いに何らかの関係を有していたものと考えられ

るo 以上狭川)
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(2) I出土過物

1. .土器

各遺構及び層位から出土した遺物の個別報告を行なう前に、多量に出土した土師器杯形土器

について説明の簡素化をはかるため、簡単な分類を行なっておきたい。

分類の視点 1.器形の特徴はよる分期、 2.内面内l調整" 3.外国の調整、 4.土器表面

における黒色仕上げ(棒)の有無、の4点にポイントを置き分類を試みた。

1.器形の特徴による分類 ここで分類の対象となる椀形土器は、口縁部の特徴から1. II類に

分けられる。 Iは口縁部が僅かに内湾するもの、 IIは日縁部が外反するものを指す。 IIは今回

の調査では資料撒が芝ししまとめてはいるものの、刑状を肥るかぎりさらに細分したほうが

好ましいと考えられる口また両者とも法最の藷で細分を行な凡る可能性が残されている。

2.内面の調整 器形の成形の後に行なわれる調整は、観察結果から次の 3種が確認され

るo (1) コテ状の工具を用いて内面を平滑にする行為を指す。痕跡は底部に顕著で中央部か

ら放射状に残っていることが多いが、口線部付近でも酬察で爆る資料がある。この痕跡は古代

末~中世の土師時にみられるミ Mlキbにきわめて類似した痕僻であるが、ミガキbよりも強く

施されていることや作業工程から窺うかぎり、調整段階の痕臨とするよりも成形段階に近い痕

跡と考えたほうが好ましいように思われる o (2)ナデを指す。ナデは口縁部付近ではすべて

ヨコナヂされるが、休部内閣では縦方向や粗雑な円周を描くものなどがあるo これらのナヂは

先端が平姐で且つやや硬質の五島を用いているものとみlられ、撫痕が顕著に観察される o (3) 

ヘラミガキ調整を指す。手持ちのヘラミガキで作業の際に土器を手の中で回転させるようにし、

4---5回程度に分けて磨かれている o

これらの調整を作業工程に照らし合わせてみると、 1-2吋 3の順に行なわれていることが

わかるo しかし、すべての土器lで命工程が行なわれるのでは壮く、 2で止るものや3まで行な

われるものなど様々であるo よってヘラミガキの行なわれている資料は最も丁寧に仕上げられ

たものと言えるo なお、分類では最終調整の痕跡で判断しているがlの痕跡を著しく残す資料

も2の工程が施されていることがほとんどである o した炉って土器製作工程から考えればこれ

らの資料はすべて2の範聞で分輔されてしまう o しかしなが品痕跡の有無を明確に示す立場を

採るものとし、例えば一つの資料中に 1 ・ 2 の両痕跡が確認~れた場合、 1 として分類してい

るo よって2としたものは 1の痕跡が全く確認できない(強いナデによって痕跡が消滅してし

まった)資料群を指すものと理解されたい。

3.舛閣の欄l盤外聞が手持ちのヘラケズリ閥盤されでいるもの (a) とヘラミガキ閥盤され

るもの (b)の大きく 2種に分けられるo bに関しては胞の工程の後に行なわれており、より

丁寧な調整と言えるo この他に小数ではあるが、外面に縦方向のハケ目を施した後ヘラケズリ

を行なうもの (c)やハケ回調整で終わるもの (d)、叩患を干すなった後ヘラケズリを行なうも
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の (e) などが観察される o aとしているものの前段階として Cや eが行なわれている可能性

もあるが、現状での観察結果では Cやeは特殊な調整として捉えておいたほうが良さそうであ

るO

なお、いずれの資料も口縁部付近はヨコナデ調整である o

4.表面における黒色仕上げ(漆塗布)の有無 今回出土している資料の中に光沢のある黒色

を呈するものがいくつかあり、これらは観察の結果なんらかの塗料が塗布されているものと考

えられた。現状ではこれを漆とみるのが最も有力であるO 今回は黒色仕上げを施した資料に'

記号を付しておく o

以上 1~4 の分類は、 l が大分類、 2 ・ 3 が小分類とし 4 は補足として扱う o これを表記す

る場合は次のように行なう o

杯I-1-b 杯1-2-a'

以下これに従って報告を行なう o また、今回の出土資料中にみられる高杯は杯部がここに分

類した一群の杯と同ーのものを乗せているため、同じ分類呼称、を用いることとするo ただし脚

部の形状が2種に分けられるため、中分類としてA・Bを用い、脚部の内側が中空のものをA、

中空でないものをBとしておく O

なお今回の分類はあくまでもこの報告書における記載の便をはかることを主たる目的として

おり、この分類による編年的検討や詳細な型式分類に対して、耐えうるものとは考えていない。

住居跡出土土器

1 SI01 0出土土器 (Fig.23、Pla.21)

土師器

高杯(1 ) 杯部の口縁は外方に反り、脚部もやや踏ん張るような形状を呈している O 杯部

の調整は内面がナデ、外面が手持ちヘラケズリ、脚部は外面が縦方向のケズリ、内面はヨコナ

デ及びナデである o II-A-2-a類。住居跡埋土の黒色土中から出土した。

1SI040出土土器 (Fig.23、Pla.21、別表 1) 

土師器

杯(2 ) 内面が風化しているが、 II-2-a類と考えられるo

鉢(3 ) 口径10.5cm、器高10.3cmを測るo平底に近い底部を有し、口縁部は僅かに外反す

る。口縁部付近の調整はヨコナデ、体部外面は横及び、斜め方向のハケ目、内面は手持ちのヘラ

ケズリである o

器台模造品 (4. 5) 両者とも指圧による成形で、手担ねによっている o 口径は2.1~2.

3cm、器高は3.1~3. 5cmで、ある。

2~5 は住居跡の床面に近い埋土中から出土した。

斐(8 ) 体部中位以下及び頚部以上はないが、頚部の口径21.6cmを測る。外面はハケ目、
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住居臨出土土器実測図(小型品1/3、大型品116)Fig.23 

内閣は体部がヘラケズリ、頚部付近が指任の後ナデを施している o 中央炉に据えられる炉の置
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き台として検出された遺物であるo

181060出土土器 (Fig.23、Pla.21)



土師器

斐(9 ) 体部のみの資料であるが、最大径39.0cmを測るo 調整は内面外面とも横方向のハ

ケ目である O 中央炉に据えられる炉の置き台として検出された遺物である O

須恵器

杯蓋(6 ) 天井部のみの資料である O 外面は回転ヘラケズ 1人内面はヨコナデ及びナデで

あるが、それに先行して同心円の当て具痕跡(ナデにより不明瞭)が認められるo住居跡の床

面に近い埋土の腐食土中から出土した。

1SI070出土土器 (Fig.23、Pla.21)

土師器

器台(7 ) 杯部のみの資料で、口径9.0cmを測る O 口縁部はやや外方に聞き気味で、内面

外面ともヨコナデされる。外面の一部にハケ目が認められる。住居跡柱掘り方内から出土した。

土壌出土土器

1SK005出土土器

(Fig.24、Pla.22)

須恵器

杯蓋(1. 2) 口径

11. 9・12.5cm、器高4.

6・4.1cmで天井部の大

半を回転ヘラケズリす

るo体部及び天井部内面

はヨコナデされる O

「丁、、「ア「
l 、

。杯(3. 4) 口径10. Fig. 24 lSX005出土土器実測図(1/5)

6・9.9cm、器高5.2・4.7cmで、底部外面は回転ヘラケズリ、底部内面の一部にナデがみられ

る他はヨコナデであるO

壷蓋(5 ) 返りを有する蓋の口縁部とみられる資料であるo調整は残存範囲でヨコナデで

あるO

1SK022出土土器

(Fig.25、Pla.22)

土師器

高杯(1 ) 外面を叩きで仕上

げ、内面は指圧痕跡が残る O 脚

端部は横方向のナデである。脚

端部の口径は9.9cmを測るo

1SK022 1SK055 

、、

/ 三三~\ ¥¥ 
ユ4宅河¥ ¥1  
竺=-♂コ一、~ 戸、、 、、

「一一--<<宮戸守、 r' ¥1 

o 

Fig.25 lSX022・055出土土器実測図(1/3)
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市SK055'出土土器 (Fig.2払 Pla.21)

土師器

高杯 (2) 脚端部の口桂は12.6crn、脚部の高さ8.0crnを測るO 脚部は内面外面とも手持ち

のヘラケズリで、開脚部はヨコナデされるが一部に指圧痕跡、を残 lしているo

溝出土土器

180001灰色土膚出土土器 (Fig.26、Pla.22)

弥生土器

壷(1 ) 底部径5，.Ocrn、胴部最大径8市4cm、現存器情7.0crnを測るO 胴部中位から上には上

下2条の沈線に区間された中に4条の沈線による鋸歯文を配するO 体部外聞から底部にかけて

はナヂ、内面は指圧ののちナ伊であるo

土師部

鉢 (2) 口佳10.5crn、器商8.1crnを測るもので、旧線開は直立気味である o 関整は外国が

ハケ目、内閣がヘラケズリで口線端部付近まで及び、その端部はヨコナデによっている。

壷(3 ) 口緑端部を欠失するO 頚部径5.9cm、胴部最大筏14.0cmで、体部の外面はヘラケズ

リされた後γ事なミガキが施されるo ミガキは口縁部外国;こまで及ぶ。内田は頚部付近がヨコ

ナヂ、体部がヘラケズリで屑部付近では粘土紐帯の痕跡が確認される。

ぐtJJJ:

5 

Fig...26 lSD001灰色土層出土土器集測図(1/3)
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斐 (4. 5) 口縁部は「くJ字状を呈し、 5の端部はわずかに摘み出される O 器面の調整

は口縁部付近がヨコナデ、内面がヘラケズリ、外面は 5にハケ目がみられる。口径は16.0・

16.7cm。

須恵器

杯(6 ) 口径13.0cmで、底部外面を回転ヘラケズリするO

壷(7 ) 頚部径8.3cm、胴部最大径13.9cmを測る D 胴部の外面はカキ目風の調整、他は強

いヨコナデで条痕が残る。

180001黒色土層出土土器 (Fig.27~32、 Pla. 23~33、別表 1 ) 

出土した土器の多くはlSX100のある付近から西側に集中して検出されているo 次の腐食土

層出土土器についても同様の傾向にある O

土師器

杯(1 ~66) 先の分類に従って記述してゆく o 1 ~25は I-1-a 類で、口径は 10. 8~ 13. 

6cm、器高は4.8~6. 6cmを測る O 口縁端部が内湾する点で I類の範曙で捉えているが、ほぼ直

立に近いもの(11・13)や著しく器壁の厚いもの (3・13)などがあり将来は別の分類で扱う

べき資料かも知れない。また、底部外面にヘラ記号を有する資料 (3・9・13・14・20)もある。

26~41 は 1-2-a 類で、口径1 1. 3~ 13. 6cm、器高4.2~6.1cmを測る o 前者同様一部にヘラ記

号を保有するもの (26. 32・37)があるO また32の底部外面にハケ様の痕跡が残っている o 42 

はI-1-c類であるo ハケ目は口縁部の外面付近に限られ体部はヘラケズリである。その点で

は a 類の範曙で捉えるべき資料かも知れない。 43~46は内面のみヘラミガキを行なう 1-3-a

類で、口径10.9~ 11. 9cm、器高4.8~5. 9cmを測る。このうち45以外は黒色仕上げが施されて

いることから 1-3-a'類である o 47~61は内外両面にヘラミガキを行なう 1-3-:-b 類である。

口径11.2~ 14. 2cm、器高5.0~6. 8cmを測り、やや浅目のもの (61) も含まれるが同一分類の

範囲で差し支えなかろう o 54・57の底部外面にヘラ記号があるOまた黒色仕上げされるものは、

47~49 ・ 53 ・ 55~57 ・ 59~61である o 62~64は II-2-a類で、ある o 口径12. 2~ 13. 2cm器高6.2

~7.3cmを測り、やや深めのものである O 口縁部の外反の度合いが個体によって微妙に異なっ

ており、今後の資料増加による再検討が待たれる。なお62・63にはヘラ記号がある o 65・66は

II-3-b類である o 口径10.4・12.4cmで、 65は口縁部を大きく開くもので高杯の杯部である

可能性も考えられる。両面ともヘラミガキされるが黒色仕上げは施されていない。

高杯 (67~72) 67は口縁部が外反する II一2-a類の杯部を保有しているo脚部を欠失する

が底部の状況から高杯と判断した。口径13.0cmo68・69は杯部が 1-3-b類で捉えられるo

脚部については68が低脚であり台付き杯とも称すべきものである o 69はA類に属する脚部をも

ち、外面はヘラケズリ調整である o両者とも口径は12.5cmで、黒色仕上げは成されていない。

70・71はA類の脚部で、 70は外面の調整にハケを用い、71は横方向の手持ちヘラミガキであるO
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両者とも下位に穿孔がある。 72はB額の脚部で、外国に縦方向の手持ちヘラミガキを施す。

Fig.27 lSDOOl黒色土層出土土器実測閲 1(1/3) 

ハUqJ
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査 (73--77) 73は、口径10.lcm、胴部最大径11.9cmの直口壷である。頚部内閣及び胴部中

位に指圧痕がみられるo頚部内面から口縁部外面にかけて横方向のヘラミガキ、頚部外面は縦

方向のヘラミガキを施す。胴部外面は一部に縦方向のヘラミガキが観察されるが、基本的には

O. 10cm 

F，ig.. 29 lSDOO1黒色土層出土土器実測図m(1/3) 
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Fig.30 lSDOOl黒色土層出土土器実測図N (1/3) 
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Fig.31 lSD001黒色土層出土土器実側図V (1/4) 
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横方向でやや幅の広いヘラミガキであるo表面は黒色仕上げが成されているo 74は胴部最大径

14.8cmを測るもので、直口壷とみられる O 内面及び外面の上位にハケ目が認められ、他は横

及び斜め方向のヘラケズリである o 75は胴部最大径10.5cmを測る o 胴部内外面ともヘラケズ

リで成形されるが内面はナデにより再調整されている。肩部付近にハケ目がみられるo 76は小

型丸底壷で口径6.4cm、器高6.8cmを測る o 口縁部はヨコナデ調整される o 77は口径7.7cm、

器高8.8cm、底径5.5cmを測る平底の壷である。内外面とも風化が著しいが口縁部はヨコナデ

されるo

器台模造品 (78~80) 3点とも指圧による成形で、手担ねによっているo

小鉢 (81・82) 手控ねによる成形で指圧の後縦方向のナデで調整する o 81は口径4.7cm、

器高4.1cmで平底タイプである。

小壷 (83・84) 手控ねによる成形で指圧の後ナデで調整する o 83は口径3.7cm、器高5.

4cm、底径2.4cmを測る平底タイプである o 84は口径4.0cm、器高6.3cm程度に復原されるo

費 (85~89) 85は複合口縁の斐である o 口縁端部を欠失するが、口径17.5cm程度、器高

31.5cm程度に復原される。肩部下位から口縁部内面にかけてヨコナデ、胴部内面はヘラケズ

リ、外面はハケ目である O 肩部に 1条の沈線が週っている o 86は最大径が胴部中位よりも下位

にある o その径は29.5cmで、あるo調整は外面が全面にわたってハケ目調整され、頚部から口

縁部にかけてヨコナデされるO 内面は胴部をヘラケズリし、口縁部をヨコナデ調整する o 87は

口径17.8cmo 88は「くJ字状を呈する口縁部を有し、その先端は摘み出される O 口径16.

2cm、器高24.4cm、胴部最大径22.0cmで、外面はハケ目、内面はヘラケズリ、口縁部は内外

面ともヨコナデされる O 肩部に斜め方向の刻み目が6個連続して配されるが、全周しない。 89

は口径12.7cm、器高16.2cmの小形の斐であるO 調整は外面上位にハケ目がみられるが下位は

ナデ、口縁部付近はヨコナデ、胴部内面はヘラケズリであるO

脚付き鉢 (90) 口径19.4cm、鉢部分の高さ約11cmを測るO 調整は口縁部付近がヨコナデ、

鉢体部外面がケズリ気味のナデ、内面は斜め方向のナデであるo脚部はヘラケズリによるo

甑 (91) 口径15.0cm、器高17.2cm、底径4.6cmを測る O 胴部の2方に把手をつけるo把手

は把手末端を柄状に工作し、甑胴部の穿孔部分に差し込み、粘土を補足したのちハケ等で調整

している o 口縁部は外面が丁寧なヨコナデであるのに対して内面は粗いものである。胴部内面

および外面の下半は縦方向のヘラケズリ、外面上位はハケ目であるO

須恵器

杯蓋 (92~95) 口径11.3~ 12. 2cm、器高4.3~4. 7cmを測る。天井部の多くを回転ヘラケズ

リ調整し、他の部分をヨコナデ及びナデ調整している o 94の天井部外面にヘラ記号、天井部内

面に同心円の当て具痕跡が観察される O

杯 (96~99) 口径10.6~ 11. Ocmを測るO 底部の大半を回転ヘラケズリしている o 98の内面
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o 10cm 

Fig. 32 lSD001黒色土層出土土器実測図VI(1/3、鹿の拓本は116)

底部に同心円の当て具痕跡があるo

子持ち麗 (100) 祭杷に使用されたためか口縁部と付属部位を故意に打ち欠いているo肩部

と体部の境目付近に直径1.3cmの穿孔があるo付属部位は肩部の4方に貼り付けられ、すべて

底部に穿孔があり貫通している o蕗本体の調整は底部が平行叩きで、叩きは大きく 4方向に打

ち分けられている。内部の同心円当て具痕跡の部分はナデにより擦り消される。他の部分はヨ

コナデである。表面の装飾は付属品のほか口縁部外面に12条の波状沈線、胴部と肩部の境部分

で2条の沈線に挟まれる形で縦方向の刻み目を入れている O

1S0001腐食土層出土土器 (Fig.33・34、Pla.33......37、別表 1) 

土師器

杯(1 ~26) 1......14は1-1-a類で口径11.6~ 13. 2cm、器高4.3"""6. 5cmを測る O このうち 8

は口縁部が僅かに外反する様相を呈していることと、器高が他に比較して著しく低いことから

別の分類で捉えたほうが好ましい資料かも知れない。また、 3と10の外面底部にヘラ記号があ

るo15は1-1-c類で口径13.2cm、器高5.2cmを測り、外面にハケ目の痕跡が認められるo16 

は1-1-e類で口径12.0cm、器高6.2cmを測るo外面を叩きにより成形した後にヘラケズリを

行ない調整する資料である。 17は1-2-a類で口径13.2crn、器高5.5cmを測るo18は1-3-a' 

類で内外面共に黒色仕上げが施されるo口径13.2cm、器高5.9cmo19......23は1-3-b類で、口
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Fig.33 lSDOOl腐食土層出土土器実測図 1 (1/3) 
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Fig.34 lSDOOl腐食土層出土土器実測図n(113) 
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径11.4~ 12. 6cm、器高5.2~6.1cmを測る o 20・23に黒色仕上げが施されるoまた22は他に比

較してヘラミガキが粗く、外面底部にヘラ記号がある。 24・25はII-1-a類で口径13.6，13.

8cm、器高6.4・6.0cmを測るo26は II-1-c類で、口径14.5cm、器高7.0cmを測るo他に比較

して口縁部の外反の度合いが著しく器高も高い。

27は均二部が 1-3-a類で口径12.6cm、器高9.2cm、脚端部径9.2cmを測るO高杯 (27~33) 

脚部は低脚のA類で外面は縦方向のケズリ、内面は横方向のケズリ、端部周辺はヨコナデであ

るo 28はI類で内外面とも著しく風化しており調整を確認しがたい。脚部はB類で低く、内面

はナデ調整される O 口径13.2cmo29は口径12.5cm、器高9.4cm、脚端部径9.0cmを測る。杯

1S0020 

z
 

1S0002 

" . ， 
~. 

、，、、、、、
. 3 

/一
4 

r 

t=J )'4 
10cm o 

4議、
6 

;JZ 
\~:~7. 

lSD002・020出土土器実測図 (113)
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部は II 叩-3.刷網綱綱欄綱叩剛

コナテヂ伊及ぴヘラミガガ蜘キである o 3u・31はB類の脚部を帯するもので、口控12.6・13.3cm、器高

9.4・8.4+cm、脚端部佳9.3cmを測るo両者とも表面は風化し詳細な調整は確認できないが、

杯部の下半にハケ自が確認される o 32は口佳13.4cmで杯部は II-3-d'期にあたるo底部の形

状及ぴ痕跡から国杯!と判断した。内外聞とも黒色仕上げされるo 33は高脚の高杯で、脚部はA

顕であるo 脚部外国は縦方向のハケ目、脚端部内閣は横方向のハケ目、杯部外国は条痕を残す

ヨコナデ、内面は放射状に展開するミガキであるo

饗 (34) 口控14.2cm、器高20.1cmを測るo 口縁部はヨコナヂ、胴部外国は縦方向のハケ自

ののちナデ、内面はケズリであるo

須恵器

部蓋 (35---37) 口佳l1.1-12.4cm、器商4.4-4.7cmを測|る。すべて天井部の大半を回転ヘ

ラケズリするo 35の天井部にヘラ記号があるo

杯 (38) 口佳10.3cm、器商4.5cmを測るo 底部は半分近くを回転ヘラケズリし、ヘラ記号

がある。

蕗 (39) 口縁部の破片資料で、口佳11.8cmを測る。内外国ともヨコナヂされ、外商の突帯

下に波状文を施す。

土製品

投弾 (40) 長さ4.4cm、最大径2.5cmo

180002出土土器 (Fig.35、Pla.37)

土師器

器台模造品(1・ 2) 両者とも指圧による成形で、手担ねによっている。口径は2.7・2.

5cm、器高は3.6. 3. 4 cmで、あるo

須恵器

費 (3) 屑部の破片資料である。外面は格子叩き目、内面は同心円の当て具痕跡をナヂによ

り擦り消している。

180020出土土器 (Fig.35、Pla.38、別表1) 

土師器

杯 (8・9) 8はト1-a類、 9は1-2-a類であるo

高杯 (4) A類の脚部を有するo 脚外面は縦方向のヘラケズリ、内面は横方向のヘラケズリ、

端部付近はヨコナデであるo 杯部はやや深めのもので外面の一部にハケ目がみられるo 内面は

ヘラミガキであるo

鉢 (5) 口径20.0cm、器高10.0cm、底径9.8cmを測る o外反する口縁部の一部が外方に押

し出されるようになっており、片口を意識したものと思われる。口縁部付近はヨコナデ、体部
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Fig.36 lSD075出土土器実測図(1/3)

外面はハケ目、底部付近はヘラケズリ、内面はナデであるo

4 

10cm 

脚付き鉢 (6・7) 低めで外方に踏ん張る形状を呈する脚を有する鉢と考えられる o 6は鉢

体部から脚部内外面にかけてハケ目、鉢部内面はコテ当て状の成形痕跡が認められる o 7は脚

のみの資料であるが一応この項で報告しておく。端部径8.8cmで、外面がヘラミガキ、内面がナ

デであるo

斐(10・11) 10は口径12.7cm、口縁部付近はヨコナデ、体部外面の残存範囲はナデ、内面

はヘラケズリである。 11は口径13.4cm、体部外面はハケ目である O

甑(12) 底部の中央に直径1.0cmの穿孔があり、甑と判断した。体部の調整は内外面とも

ヘラケズリである o

小壷(13) 口径4.7cm、器高6.6cm、底径2.9cmを測るo 手控ねによる成形で指圧の後ナデ

で調整する。底部は僅かであるが円盤状に突出している o

須恵器

杯蓋(14) 口径10.7cm、器高4.4cmで、天井部の多くを回転ヘラケズリするo

- 41ー



4・5・10・14は裡土上面、他は捜没土の主体をなす膿色ホから出土した。

1SD075出土土器 (Fig.36、Pla.39)

土師器

(2--4) 2は日経12.3cm、体部最大経12.9cmを測品o体部外国はハケ l自の後ヨコナテまさ

れる O 官ノ本遺跡第10号墳出土資料からここでは壷として報告した。 3は口径12.2crn、4は

口径15.4cmを測る。両者とも体部外面はハケ目、内面はヘラケズリ、口縁部付近はヨコナデ

であるo 3のヨコナヂは潤部外面まで及んでいるo

小盟丸底壷(1) 口縁部lの先端企若干欠くが、口径はおよそ8.1cm、器商8.1cmを測るo

成形は指圧により、調整はナデであるo

聾 (5----7) 5は口径14.5cmで体部外面が叩き調整、内面はヘラケズリである o 叩きは口縁

部内閣にまで及んでいる o 6は口桂14.4cmで体部外国はハケ目である o 7は日佳17.1cmo

6・7とも口縁先端を若干摘み出している。

その他の遺構出土土器

1SX015出土土器 (Fig.37、Pla.39・40、別表 1) 

土師器

杯 (19) 口径13.lcm、器高5.8cmで、ト2-a類である附底部にヘラ記号があるo

議 (20) 口径12.7cmで体部外面はハケ目、内面はヘラケズリ、口縁部付近はヨコナデで肩

部付近まで及んでいる o

甑 (21) 口控'28.8cFn、器商22.'5cm、底部怪9.0cmを測り、 2簡所に把手が付く。調整は口

縁部付近がヨコナデ、外面上位が粗いハケ目、下位がヘラケズリ、内面はヘラケズリで縦及び

斜め方向のミガキとみられる痕跡があるo底部の端部周辺はナデであるo

器台模造品(1----17) 口径2.1----2.9cm、器高3.0----3.9cmを測るoすべて指庄による成形で、

手摺ねによっている。

須恵器

麗 (22) 体部最大径9.6cmを測り、中位よりやや上に直径1.9cmの穿孔がある。穿孔部と閉

じ高さに波状文帯が巡る o

1SX016，出土土器 (Fig.38、Pla.41)

土師器

高杯(1 ) 脚端部径9.7cmを測るo外面はハケ白調整されるo傾斜変換部付近に直径0.8cm

の穿孔があるo

合付き鉢 (2.) 脚部のみの資料である。端部径8.4.cmで外聞はヨコナデ、 l内閣はハケ目で

あるo

饗(3 ) 模合口縁の聾で、口径19.0cmを測るo 口縁部は内外面共にヨコナデ、体部外面は
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1SX015出土土器実測図(1/3)

ハケ目、内面はヘラケズリであるo肩部付近にハケによる横線文が巡るo

査 (4・5) 4は口径19.6cm、器高35.3cm、胴部最大径29.5cmを測る。壷の内外面全体
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北ハケ悶がみられ、底部は内外酬ともヘラケメリl、口細部はハケ自の後ヨコナヂl、胴都内面は

ヨコナデであるo 5は口径19.0crn、器高35.9crn、胴部最大径32.6crnを測るo調整は4に近似

する。

甑(6・7) 6は口縁部が外方に大きく反る形状を援し、体部中位の二方に拍手をつけて

いるo 口径22.8crn、器高20.2crn、底径5.6crnを測るo 口縁部付近はヨコナデ、体部外面はハ

ケ目、下半はナデである。内面は口縁部のやや下付近日ハケ目を認めるほかはヘラケズリであ

るo把手は指圧およびナデによって体部と接合される o 7は口径22.0crn、器商20.8crn、底佳

5.2crnを測る D 口縁部はほとんど反らず直立気味であるo体部の二方に把手を付けていた痕跡

が残っているo基本的な調整は6に近似するo

1SX017出土土器 (Fig.39)

土師器

聾(】) 口径17跡2cmで、碕布部分lはヨコナデ調整で活うる。

1SX018出土土器 (Fig.39、Pla.42)

土師器

商杯 (2.) 端部桂8.2cmで1蝋酬寵挽部付近に臨径0.6emの冊孔がある日

聾 (3-6) 3は口径14.8crn、4は口径16.2crnを測る。残存部分はヨコナデ調整で胴部内

面はヘラケズリされる o 4の肩部に一条の沈線が巡る o 5は胴部最大径23.5crnを測るo胴部

l外聞はハケ目、|内l蘭はヘラケJ耳目jであるo 開高湖榔|日H:ιιニ齢剛聞m…網網網網

2初6.0仇crnを測る把手付きの饗であるo外国から口縁部内聞にかけてハケ自がみられ、日縁部付

近はその後ヨコナデされ、胴部下半部は若干のナデを施す。胴部の内面はヘラケズリであるo

相手|は京捕を柄l状に工作 lし、調胴榔の弾事し部J分に避しよる4み、帖土を補肥したのちハケおよびナ

デで調整している。

1SX019出土土器 (Fig.39、Pla.42)

土師器

皿(7 ) 口径12.4crn、器高3.4crnを測るo 口縁部付近はヨコナデ、内面はナデ、外面は風

化が著しいがヘラケズリとみられる。

(.8 ) 口惜17.4crnで、口繍欄L郁をわずかに摘み出寸。胴部外聞はハケ問、内閣はヘラケ

ズリであるo

( 9 ) 口径15.7crn。残存部分のすべてにわたってハケ目が観察され、口縁部はのちヨコ

ナずされ、胴都内閣はヘラケメリ怒れる。胸部付近に叩怒と牒われる痕跡がある。

1SX021出土土器 (Fig.39、Pla.42)

土師器

高杯(10) 脚部の資料で端部佳9.15crnを測る。傾斜変換細川、らやや端部よりに直挫0.8cm
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Fig. 38 lSX016出土土器実測図 (114)
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Fig.39 ISX017・018・019・021出土土器実測図(1/4)
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の穿孔があるo外面はハケ目調整。

台付き壷 (ll) 口径7.0crn、壷部分の高さ6.5crnで、台(脚)部分は失われている。調整は口

縁部付近がヨコナデ、胴部外面上半がハケ目、下半がヘラケズリ、内面はヘラケズリののち一

部にナデがみられるo

1SX100出土土器 (Fig.40~45、 Pla. 43~51、別表 1 ) 

すべてlSX100の主たる埋土である腐食土層から出土した。

土師器

杯(1~41) 先の分類に従って記述してゆく o 1 ~13は I-1-a 類で、口径は 1 1. 0~13. 5 

crn、器高は4.2~6. 2crnを測るo 口縁端部が内湾する点でI類の範障で捉えているが、ほぽ直立

に近いもの (2. 12)や著しく器壁の厚いもの(6 )などがあり将来は別の分類で扱うべき資

料かも知れない。また、底部外面にヘラ記号を有する資料 (2・5・9. ll) もある o 14は口径

12.5crn、器高5.8crnで、外面の一部にハケ目がみられ、後ヘラケズリを行なう点で 1-1-c類

とした。 15は口径11.8crn、器高4.7crnで外面の体部下半から底部にかけてハケ目調整されるo

1 -1-d類。なお内面底部にもハケ目がのこる o 16~22は I-2-a 類で、口径1 1. 7~ 13.1crn、

器高4.2~6. 3crnを測るo このうち18は外面の調整が他の資料より粗く、胎土も砂粒が多量に

混入している。 23は内面のみヘラミガキを行なうもので、 Eつ黒色仕上げが施されていること

から I-3-a'類である。口径12.5crn、器高5.2crnを測る o 24~32は内外両面にヘラミガキを

行なう I一3-b類であるo 口径11.4~ 13. 2crn、器高4.9~5. 6crnを測るo黒色仕上げされるも

のは、 27 ・ 29~31である o 39は口径12.4crn、器高6.2crnで、11-1-a類である o40は口径15.1crn 

で、 11-1-a類であるO 高均二の可能性も考えられる o 35~38は II-2-a 類である o 口径1 1. O~ 

14.7crnを測るo 口縁部の外反の度合いが個体によって微妙に異なるだけでなく、口径に対す

る高さの度合いも異なっており、今後の資料増加による再検討が待たれる o 33・34は両面とも

ヘラミガキされる11-3-b類である。口径12.1 ~ 12. 2crno両者とも黒色仕上げは施されていな

い。 41は口径11.9crn、器高7.2crnを測る11類の杯で、あるO 口縁部付近は指圧により折曲げられ

た後ヨコナデされるが、体部の内面はヘラケズリ、外面はハケ自による調整が施されるo底部

にヘラ記号がある。

皿 (42) 口径11.3crn、器高2.9crnで体部中位以下はヘラケズリされるo

鉢 (43) 杯資料に比べて器壁が厚く、器高も高く深手に作られる o 口径12.2crn、器高9.

6crnを測り、口縁部は端部のみヨコナデされ、体部外面全体と内面の上半がヘラケズリ、内底

はナデであるO

高杯 (44~46) 44は11-3-b類の杯部を乗せる o 脚部はA類で外面が縦方向のヘラケズリ、

内面が横方向のヘラケズリで外面の一部にミガキ状の痕跡がある o 口径13.0crn、器高11.

2crn、脚端部径10.5crnである o 45は脚端部径9.1crno端部付近をヨコナデし、他はヘラケズリ
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Fig. 40 lSXIOO出土土器実側図 I (1/3) 
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Fig. 41 lSXIOO出土土器実測図II (1/3) 
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Fig.42 lSX100出土土器実測園田(1/3)
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Fig.43 lSX100出土土器実測図N (1/4) 

一一

20an 

である o 46は脚端部径9.5cmで、外面はハケ目、内面はヘラケズリされる。

69 

:: 70 

台付き椀 (55・56) 55は、小型のもので体部の調整はナデである o 56は口径13.0cm、器高

8.1cm、台部端部径8.4cmを測るo 椀部の調整はここに報告する杯の II-2-a類と同じもので

あるO 台部はナデにより仕上げられる o

小鉢 (47----51) 手控ねによる成形で指圧の後縦方向のナデで調整する。 51は大きめのもの

で口径6.3cm、器高6.1cmで、平底を呈している。体部中位に僅かなくびれがあり、小型丸底壷

の範時で捉えるべき資料かもしれない。

小壷 (54) 手担ねによる成形で指圧の後ナデで調整する。口径3.2cm、器高4.1cmを測るo

小型丸底壷 (52・53) 52は口径6.4cm、器高7.7cmを測るo指圧による成形の後ナデを行な
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Fig.44 lSXIOO出土土器実測l図V (1/4) 

うo 53は口径7.0cm、器高8.2cmで平底を皇する o指圧によあ成形の後ナヂを行なうが、体部

外国は一部ヘラケメリの痕跡刑品るo

(57--59) 57は口|控lO.Ocroで日縁部付近をヨコナデ、体部内外面ともヘラケズリを行な

うo'58は胴部最大徳山..6cmを醐りl、外面をヘラケズリ、内聞をナデで調離する。 59は口径9.

4cmで桟存部全面にわたってヘラミガキの痕跡を認めるo調整の基本はヨコナデ及びナデであ

るo黒色仕上げが成されているo

費 (61---75) 61は口径14.8cmで、外面にハケ目が認められる o 62は口径12.0cm、器高10.

6cmの小型のもので、肩部外国をハケ目、底部外面をヘラケズリ、口縁部付近をヨコナデ、他
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lSX100出土土器実測図VI
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ーで/ごご

87 、

88 

はナデである o 62 ・ 63 ・ 71~73は底部の資料で内外面ともヘラケズリされるが、 64 ・ 72 ・ 73の

外面にはハケ目が認められる o なお72・73は平底を呈している o 65は口径14.6cmで、外面にハ

ケ目が認められ口縁部付近にまで及んでいる o 67は口径17.6cmで外面にハケ目が認められる。

68は口径18.2cmで外面にハケ目が認められる o69は口径18.0cmで、外面にハケ目が認められるo
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70は口径26.5cmで外国にハケ自が認められるo66は胴部最大径17.2cmを測り、外面にハケ目

が認められるo74は口径18.8cmで外面はハケ目、内閣はヘザケズリ、口縁部付近はヨコナヂ

であるo75は胴l脅s中位のニガに拙司王を付けるもので、日筏24φ4crn、器商17.3cm、胴部最大控:

33.0cmを測る。口縁部付近は沼口ナデ、胴部外面及び細部内閣の一部にハケ目、内閣はヘラ

ケズリである。内面にヘラミガキ状の痕跡が認められるp

甑 (76. 77) 76は口径25.0cm、器高27.1cm、底径8.9cmを測るo体部の中位二方に把手を

付け、口縁部を僅かに外反させる形状を呈するo 口縁部付近をヨコナデし、体部外面上半をハ

ケ目、体部外面下半と内面をヘラケズリするo把手は支持土を補足してナデ及ぴハケで調整す

るo77は底部のみの資料であるo底部には直桂O.3.......0.4crn租肢の葬孔を行なうo孔は現存の

輔圃で16箇所確認される。

調l恵器

杯蓋 (78・79) 口径11.4・13.2cm、器高4.1・5.2cmを測る。天井部の大半を回転ヘラケズ

リする。

均二 (80.......83) 口径9.9.......11.2cm、器高4.5.......4.7cmを測るo体部下半の多くをヘラケズりす

る。 80の底部にヘラ記号があるo

時杯 (86) 小片のため日経の楓原は困難であるo外甜の欄下に波状文とみられる文棟があ

るp

踊 (84) 口径11・.6cm、器高1O.6cmを測るo調整は庶郁外商がヘラケズリ、同内面がナデ、

他はヨコナデであるo 頚部の外面は不定間隔の強い条痕を残すヨコナデであるO 体部最大径を

測る部分に直径2.0cmの穿孔があるo

輩 (85) 口径11.4cm。外部に波状文を描くo

難 (87.......89) 87は口佳19.5cmo胴部内面の当て具痕跡をナヂで消しているo外聞は平行叩

~ 0 88は口佳21.8cmo頚部から周醐にかけて強い条痕跡を残ナヨコナヂがみられるO 胴l宮sはl

平行叩きo89は胴l音s最大径20.7cmを測るo府部にカキ白状の掴跡がある。

1SX100灰色土層出土土器 (Fig.46、Pla.51・52、別表1) 

土師器

杯 (1.......3) 1は口径12.2cm、器高5.3cmで、 1-2-a類。 2は口径12.2cm、器高5.9cmで1-3-

b類であるo3は口径11.9cm、器高6.9cmを測る、日縁部の特徴はII類の範鴫であるo外面は

ハケ問、内閣は横方向のヘラケ犬、リであるo

小鉢 (4-'6) 4，は日筏7.1cm、時高3.7cmで、手控ねはより峨形され内面lは指圧の後ナヂで

調整するが、外面はヘラケズリ事れるo口縁部が外反する形状を呈する。 5は口径5.7crn、器

高11.2cmo手提ねによる成形で指圧の後ナデで調整する 0' 6は、口径7.1cm、器高7.2cmを測

るo体部中位にくびれがあり、小型丸底壷の範障で捉えるべき資料かもしれない。
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小査 (7~9) 7は、口径3.1cm、器高6.5cmで、ナデにより調整されるo 8は口径6.0cm、

器高7.2cmを測る o 口縁部の一部をヨコナデする他はナデである o 9は口径6.1cm、器高6.

7cmを測るO 指圧の後ナデで調整するo

須恵器

蓋(10) 口径11.8cm、器高5.1cmを測るo 天井部を回転ヘラケズリし、中央にツマミをつ

けるO

杯 (11・12) 口径10.7・11.9cmo底部を回転ヘラケズリする O

7 

o 

Fig.46 lSX100各層出土土器実測図(1/3)

1SX100各層出土土器 (fig.46、Pla.52)

土師器

6 

10cm 

高杯(13) 脚部をナデにより調整し、脚底部はヘラケズリされる o lSX100堆積土の第3層

から出土した。

1 SX11 0出土土器 (Fig.47、Pla.53、別表 1) 
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Fig. 47 1SX110出土土器実測岡 (113)

土師器

杯 (1---8) 1.--4は1-1-a醐で、口径12.4--14.0cm、鵬商4.9--:6.1cmを測るo5 . :6は

1 -2-a類で、口径12.2・12.6cm、器高5.9・4.8cmをiMるo7・8は1-3-b類で、口径12.3・

12.6cm、器高5.6・5.1cmを測る。 7は黒色仕上げされるo8の外面の調整は口縁部付近のみ

ミガキで、他はヘラケズげであ品。

高杯 (9・10) 9は底部の形状から高杯と判断した。口径14.1cmで杯部は II-1-a類。 10は

脚部の外面が縦方向のヘラケズリである。

各層位出土土器

灰色土層出土土器 (Fig.48・49、Pla.54--56、別表1) 

土師時

杯(1--10) 1--4は1-1-a類で、口径11.9~ 12. 9cm、器高5.3--6.4cmを測るo4の底部

にヘラ記号があるo5は1-2司 a類で口径12.7cmo6は1-2'-c類で口径12.3cmo外国のハケ

闘はかなり強い力で摘されたものである o 7は隅色仕上げ訪れたもので 1-3叩. a'頼。口径11除

3cmであるo8は1-3-b類で口径13.1cmを測るo9はII-1-a類で口径15.0cmo10は口径15.

7cmで11-3叩 a類。 9・10とも鴎杯lの可能性も考えられるo
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高杯 (ll~ 13、25・26) 低脚のもので口径12.8crn、器高6.6crn、脚端部径9.4crnを測るO

均二部の外面は風化が著しいがハケ目の一部が観察される o 脚部はナデである o 12は口径10.

8crnで、端部をわずかに摘み上げるo 13は指圧により調整されるO 台付き鉢の脚部の可能性もあ

るo 25・26は、口径20.7・22.2crn、器高14.0・14.1crn、脚端部径13.0・13.4crnを測るO 器面

が風化するが両者とも杯部はハケ目で調整されたものとみられるo脚部は、 25の外面が横方向

のヘラミガキ、内面の一部がハケ目であるo26では外面が縦方向のハケ目であるO 両者とも傾

斜変換部に3箇所の穿孔があるo

鉢(14) 口径12.0crn、器高8.4crn強を測るo 口縁部外面は条痕を残すヨコナデ、体部外面

て一-::1.. 7
24 

Fig.48 

亡~

亡~20
E21  m22B123 

灰色土層出土土器実測図 I
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はヘラケズリ、内面はナデである。

皿臼5---17) 日桂13.0.......1ιo、標高3.4.......3.7cmを測る。 i内外聞ともハケ回で日縁部付近の
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みヨコナデである。

査 (27) 底部径4.6cmを測るo内面はコテ状の工具で調整した後ナデを施す。

斐 (28----30) 28・29は口径11.2・14.2cmで、外面をハケ目、内面がヘラケズリ、口縁部をヨ

コナデするo30は口径15.8cm、器高17.2cmで外面の底部付近をヘラケズリするo

小鉢(18~20) 口径3.4----5.9cm、器高2.0----3.9cmを測るo手担ねによる成形で指圧の後ナ

デで調整するo 18は口縁部をわずかに外反させるo

器台模造品 (21----23) 手提ねによる成形で指圧の後ナデで調整するo

小皿a(24) 口径10.7cm、器高1.1cm、底径8.4cmを測るo底部はヘラ切りで板状圧痕があ

るo 11世紀後半頃の資料である。

須恵器

杯蓋 (31) 口径12.4cm、器高4.3cmを測り、天井部を回転ヘラケズリするo

杯 (32・33) 口径10.2cm、器高5.1・4.8cmを測るo外面の底部を回転ヘラケズリするo33 

の底部にヘラ記号があるo

要 (34) 口径22.4cmで頚部に条痕を残す強いヨコナデを施す。

黒色土層出土土器 (Fig.50、Pla.57、別表1) 

土師器

杯(1 ) 口径11.6cm、器高6.0cmを測るo1 -1-a類。

高杯(2 ) 脚端部径11.5cmで、脚中位に直径0.9cm前後の穿孔を 3箇所に施す。調整は内

外面ともハケ目である。

壷 (3・4) 3は胴部最大径11.1cmo内面はナデ、外面は横方向のナデで一部にヘラミガキ

が認められるo外面は黒色仕上げが成されているo4は複合口縁の壷で口径17.7cmを測るo

表土出土土器(Fig.50、Pla.57、別表1) 

土師器

杯(5 ) 口径12.4cmで、 1-1-a類であるo

査(6 ) 口径10.4cmで、内外面ともヘラミガキされ、黒色仕上げが施される。

小鉢 (7----9) 口径3.1----3.7cm、器高2.2----3. 7cmを測るo手提ねによる成形で指圧の後ナデ

で調整するo 7は特に器高が強調されるo

器台模造品(10) 指圧による成形で、手担ねによっているo

須恵器

鉢 (11) 口径10.4cm、器高6.1cmで、体部中位に2条の沈線が巡る。底部外面はヘラケズリ

される o

杯 (12) 口径12.1cm、器高4.3cmo底部外面は回転ヘラケズリされ、ヘラ記号があるo

弥生土器
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査(14) 口径12.6cm、器高17.5cm、底径6.4cm、胴部最大径16.3cmを測る o 口縁部は内

外面ともヘラミガキ、鯛部内面はハケ目、外面はナデ及びヘラミガキであるo 底部は粘土の貼

り足しにより突状に作られる。頚部には4条の沈線、胴部下位に 1条の沈線があり、その沈線

に挟まれる空間に3----4条で構成される連弧文が配されるo

斐(13) 口径18.3cm、器高17.1cm、底径7.1cmを測る。口縁端部に刻み目をつけるo体部

外面はハケ目、内面は指圧の後ナデであるo

越州窯系青磁

椀(15) 1類で、見込みに草花文をヘラ描きするO 底部外面には目跡が認められるo

青花

椀(16) 見込みに草花文を描き、畳付けの粕は拭き取られている O 明代のものとみられ

る。

土製品

めんこ(17) 箆に野菜が満載された意匠を呈し、高さ2.3cm、幅1.9cm、厚さ0.6cmを測るo

型により作られたもので背面は強いナデである。

人形(18). 殖を型取った博多人形で、当初は翁の像と一対になり祝い事に用いられたもの

とみられる。頭部は髪を後頭部で束ね黒色に塗り、着物の上に羽織を纏い、左手に扇子を持ち、

右手で羽織の裾をつまみあげているo型によって成形されたのち細部をヘラ等で整え、ナデに

より滑らかな雰囲気に仕上げている O 足部(底部)は平坦で0.5cmの穿孔があり、内部は中空

であるo 高さ11.5cmo

2.木製品

以下に報告する木製品の実測図のうち、断面に記入される斜線はその遺物の木取りを表現し

たものであるが、斜線についてはあくまでも模式図であり実測によるものではないことを付記

しておく o なお、樹種の鑑定はこの報告段階では行なっていない。今後機会をみて実施したい

と考えているo

掘立柱建物出土木製品

188035出土木製品 (Pig.51、Pla.60)

柱 (2) 表面が著しく風化しており本来の形状を知り得ないが、末端部分は削り込まれ先端

を僅かながら鋭利に作りだしている。現存長29.0cm、最大幅9.0cmを測る。

土墳出土木製品

18K014出土木製品 (Fig.51、Pla.60)

斧柄(3 ) 長さ31.Ocm、斧台の長さ10.3cmを測るo 自然木の枝分かれ部分を利用し、枝部

を斧柄に幹部を斧台に加工したものとみられる。

18K055出土木製品 (Fig.51、Pla.60)
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〈二三ミココ
停泥(1 ) 長さ24.1cm、幅22.9cm、高さ2.

Ocm、厚さO.2~0. 6cmを測る O 隅丸の方形を呈
O-(ー

し、柄つぼは4.Ox 1. 5cmの長方形であるo表面

は柄つぼ付近を中心に 4区分したピラミツド状 ω 
を呈している o使用中に破損したためか補修し

たと考えられる穿孔が現状で11箇所残っており、

その中のいくつかに結び付けに用いられた繊維

状のものが残存しているo

溝出土木製品

1SD001出土木製品 (Fig.52~55、 Pla.59 ・ 60)

杭(1 ) 鋤の柄を 2次加工した杭であるo現

存長43.6cm、柄部分の直径3.5cmを測るo

四脚付き容器 (2) 2方に把手を作り出した
o 

Fig. 52 lSD001出土木製品実測図 1(1/6) 
平面が円形をした皿部の底面に低脚を 4つ作り

出す。皿部の直径は約30.8cm、把手を含めた長さは41.5cmで、あるo 脚部を含めた高さは7.

4cm、皿の内面の深さは約5cmで、ある o 内面は丁寧に加工され長さ 1~2cmの細かな傷(使用痕

か)がみられるo脚の側面は丁寧に面取りされるo腐食土層出土。

っち (3・4) 3は長さ33.5cm、最大幅9.5cm、握りの長さ15.4cm、握りの最大径4.5cm

を測る o 握り先端は僅かに太めに加工される o 4面とも使用痕がある o 4は長さ28.4cm、最

大幅7.0cm、握りの長さ13.7cm、握りの最大径5.0cmを測るo 握り先端は僅かに太めに加工さ

れる o 4面とも使用痕があるO 両者とも腐食土層出土。

柄鏡型木製品(7・8) 大小各 l点出土した。 7は柄を含めた長さ58.6cm、幅39.3cm、

厚さ3.1cm、柄部分の長さ14.1cmを測るo 両面ともかなり丁寧なケズリを施し、平坦面を形成

するo側面は丁寧に面取りされるo片面の中央部付近に長さ12cm、幅14cmの範囲で、横方向の

細かな傷が無数に残っているO 傷はその範囲の周囲で一部不定方向を示すものもあるが、主体

となる傷は一定の方向であるo傷は l本が5cm以下で、あり、引きずるように長く付けられた

ものは認められない。 8は柄を含めた長さ45.7cm、幅30.4cm、厚さ2.3cm、柄部分の長さ13.

1cmを測る o 7と比較すると小振りながら基本的な調整は同じであるo 表面は風化が進んでい

るが、やはり片面に細かな傷が認められるo 風化している部分にも傷が及んでいたことを想定

すれば、片面のほぼ全面に付けられていたようであるo

この木製品の用途として、組を考えているo両者は腐食土層中で重なって出土した。

5は鋤先の欠損品と考えているo現存の長さ10.7cm、幅7.9cmで、すべての面が丁寧に削られ

ているo 腐食土層出土。
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Fig.55 18D001出土柄鏡形木製品拓影 0/6)
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Fi乱57 lSX065出土木製品実澗u岡II(1/6) 

6は先端を葱坊主状に加工した杭状の製品であるo 現存の長さ35.0cm、最大径5.0cmを測るo

各面は丁寧にケズリ調整が加えられるo黒色土層出土。

その他の遺構出土木製品

1SX065出土木製品 (Fig.56・57、Pla.61、別表2)

遺構の構築に用いられた矢板及ぴ杭が主体をなす。 l~llは矢板で、断面が三角形を呈する

ものが多く、下側と考えられる小口部分は先端を僅か転がら鋭利に加工している o 12~21，は杭

で、大小様々であるが、多くは自然木の先端を加工した程度のものであるo22は加工の状況か

ら柱とみられるo法量は別表2に示した。

11SX090出l土木制品I(Fig.58、Pla.62、別殺2)

杭(1・2) 1は長さ93.1cm、最大径13.0cmを測る。 2は長さ79.4cm、最大径11.9cmを

測る。両者とも自然木の先端を加工して杭にしたものであるo

3は2片に分かれているが略状から同一間体と判断した。本来の形状は復原できないが、最

大長48.9cm、復原される最大幅34.7cmを測るo厚い板材の小口部分の両端に把手を各1つづ

っ作り出しているo把手はが畏さ13.4cm、直桂3仰9cm、いま一方が長さ16.4cm、直:控4.
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(1/10) lSX100出土木製品実測図VFig.63 

3cmであるo本体の片面は弧状に掘り窪められ内面の深さは12cm程度になるo裏面は表面の掘

り窪めに対応するように把手方向に至るにつれ競りょがる o 用途は明確にしにくいが、把手付
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9 

Fig.64 lSX100出土扉板拓影(1/10)

1 SX1 00出土木製品 (Fig.59~67、 Pla. 62~64) 

矢板(2 ) 長さ52.8cm、幅16.4cm、厚さ3.8cmを測るo先端を加工した後、焼いているO

出土地点はFig.79-120

杭 (3 ) 長さ61.8cm、最大径8.5cmを測るo 自然木の先端を加工したものであるo

工作台(1 ) 長方形の板材に把手を作り出したもので、工作台的な正確を有するものと判

断したo把手を含めた本体の長さ43.6cm、幅20.7cm、厚さは最大で6.4cm、把手の長さ10.

9cm、径3.1cmを測る。本体の表面は丁寧な削りであるが、一方の面が窪んでおり且つ細かな

傷が認められるところから、この面が使用面と考えられるo

擢状木製品(4 ) 長さ51.6cm、最大幅17.9cm、最大厚3.1cmを測るo表面は風化がすすん
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でおり調整及び使用の痕跡は明らかではない。出土地点はFi話.79-310

鼠返し(5 ) 長円径を皇し、僅かに湾曲するo 中央に穿孔されていた痕跡が認められるo

現存最大長52.2crn、最大幅43.7crn、最大摩4.0crnを測るo

牒 (6-9) 6・7は当初一対であったと考えられるもので、平聞が蝶形を呈する問受け

を騨の片面~:作りl 出している C 問娃けの中央部分には方形の穿孔があり、

~ 

η
リハハ

|問を過していたことがわかる o 61ま扉鵬分の長 ~1'51. Ocm、幡33.0cm、

~約5cm (i問受けを除く)、問l転軸骨骨めた長:さは163.0cmを測る。回転

軸は長い方がほほ元の形状を留めているとみられ、短い方は騨の開閉によ

って磨耗した可能性が考えられるところから、間のよが廓使用段階の上で

あると判断しているo 幅については入り口側の腐食が著しく、確定できる

数値ではないが、問受けの位置から見でほぼ現状に近い幅を有していたも

のと考えられる O 蝶形を呈する問受けは長さ66.5cm、復原最大幅約

20cm、中央部分上面の幅5.0cm、識さは9.0cmであるo 中央に貫通する孔

は7X5cm程度に模原で、きょう o材lの!寧さは入り口側に向かうにつれ徐々

に樽くなっているo現聞の捌撃は風化が地行してlおりほとんど観製できな

い。 7は騨冊分の長さ144.5cm、幅38.5cm、贈さ約5cm(問受けを除く)、

問受け付近の回転軸側が大急く腐食してJ3り、片方の軸のみ硝存している。

この資料の上下方向lの判断は、両端から問受け都孔部

分までの距離が6と等しくなることを条件にして、岡

に配置した方向が使用段階の方向と考えているo 蝶形

を呈する問受けは長さ55.5crn、復原最大幅約20cm強、

中央部分上面の幅4.5cm、高さは7.0cmである D 中央

に賞過する孔は7X5cmであるO 表溜の調整は風化が選

作しておりほとんど観禦できないが、騨表面で入り口

側の問受け表幹干し部分に近い商さの包ころが僅かに謹ん

でおりl、問問時に手を越し入れる部分と判断した。こ

のことからJ躍を閉めた蹄ι6の騨が?のよに一部麓植

していたことを調わせる。したが引て衛原される入り

口の広さは66cm内外ではなかったかと思われるo 8は

加川

i
1
l
o

i
f
I
!
 

vl山
町
川
W
H
l

問受けの平面が長方形、立面が半円形を呈するもので ムk
あるo 表面の風化はあるが大きな欠損はなく、ほぼ本 U以

Fig.65 lSX100 来の形状を留めるものと見られる o 各部の法量は、扉 Fig.66 ISX100 
出土木製品実測図 出土木製品実測図
明(1/10) 部分の長さ126.0cm、幡30.0cm、平均的な厚さ約3. vn (1/6) 
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5cm (問受けを除く)、回転軸を含めた長さは140.5cmを測る。回転軸は長い方がほぼ元の形状

を留めているとみられ、短い方は扉の開閉によって磨耗した可能性が高いと考えられるところ

から、図の上が扉使用段階の上であると判断しているo 同受けは長さ20.5cm、幅5.5cm、高さ

8.5cmで、中央に5X5cmのほぼ正方形の穿孔がある。問受

けの高さに近い入り口側の材は僅かに窪んでおり、開閉

時に手を差し入れる部分と判断されるo 扉裏面は磨耗が

少ないため、部分的に削りによる調整の痕跡が観察され

!'I~ 9は問受けの平面が長方形、立面が台形を呈するもるO

¥(1 

のである。両側の回転軸と問受けの一部を失っているが、

軸側の側縁に12.OX8. 5cmの二次加工がある以外は扉部

分はほぼ完存している o 扉部分の長さ131.0cm、幅31.

を測る o5cm、平均的な厚さ約4.5cm(問受けを除く)

この状態では使用段階の上下は確定できない。把手は長

さ20.5cm、下端の幅8.0cm、上端の幅4.0cm、高さ7.

1¥ 

Ocmで、中央に5X4cmで、真ん中付近がやや狭くなるもの

のほぼ正方形の穿孔がある。扉両面は磨耗が少ないため、

部分的に削りによる調整の痕跡が観察されるo

8及び9については現在のところ当初一対であったも

のか否か判断に苦しむところである o 一対であることに

対する否定的な考えは、 8の下端から問受け穿孔部まで

の距離が9のいずれの側からの距離にも該当しないこと

にある o 8の上下を逆に考えた場合は図に示す 9の方向
円

門

ハ

l
円
門
ぃ
l

8の回転軸は長さの差がで近似した数値を得られるが、

大きく、この状態では短い方の回転軸を鴨居に差し込み、

長い方の回転軸を敷居に猷めた時、敷居面と扉下面の間

に大きな隙間(約5cmは空く)

扉は外れてしまうことになり実際の使用に耐えないこと

しかしながら肯定的な考えとして、扉自体の

を生じさせないかぎり、

がわかるO

法量が近似していること、閉まっている状態で 6・7と

。 そOcm~2三ミヨ

Fig.67 lSX100出土
木製品実測図四(1/15)

同様に重なりが認められ、且つ扉表面の構造が同様であ

9は上に重なることが前提であるとした場合、 8は下、

る扉であると見倣されること、問受けの平面形及び長さ

が近似し、且つ 9の問受けが二次加工とした場合にその

- 77-



6 

@ 
3 

4 @ 

麿参 @ 
働

@ 
7 

の @ 
20cm 

13 14 

@ 
Fig. 68 lSXI05出土木製品実測図 1(1/6) 
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Fig.69 1SX105出土木製品実測図E
(1/6) 

法量は、基本的には8の法量の範囲内であ

り実際に加工が可能なこと、などが掲げら

れる o よって早急な判断は避けることとし

た。出土地点は6がFig.79-1、7がFig.79

-34、8がFig.79-26、9がFig.79一25であ

るo

棒材(10・11)10は片方の端部を失うが、

上下(左右)に同様の浅い繰り込みを設け

るものである o 現状の長さは143.2crn'、幅

は13.0crn、厚さ4.3crnを測る O 建築部材の

一部と考える o 11は長さ82.4crn、最も太い

部分で6.0x 6. 3crnを測るもので、端部の

19.6crn分を3.7X6. Ocrnのほぞ状に加工し、

その一部をさらに扶り取っている o 本体部

分の小口に近い側にも扶りがあり、小口と

は反対側に向かうにつれ徐々に細くなって

いる o この先は欠検しており明らかではな

い。建築部材の一部と考える o 出土地点は

10がFig.79-15、11がFig.79一39である o

⑤ 命

合
o 20cm 

Fig.70 1SX110出土木製品実測図(1/6)
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板材(12) 長さ237.4cm、幅26.4cm、厚さ4.6cmを測るもので部分的な破損はあるが、こ

れで全体の形状を窺い知ることができるものと思われるo材の表面の一部には、削りによる調

整の痕跡が認められるo 建築部材の一部と考える o 出土地点はFig.79一380

1SX105出土木製品 (Fig.68・69、Pla.65、別表2) 

杭(1 ~ 17) 自然木の先端を加工したもので太さは不揃いであるo法量は別表2に示した。

矢板(18) 板材を加工したもので、先端を尖らせている O 杭としての意識がはたらいた結

果か。

1SX110出土木製品 (Fig.70、別表2) 

杭 (1~ 8) 自然木の先端を加工したもので太さは不揃いである O このうち 5は五角形を

呈し、うち 4面が加工されているO 法量は別表2に示した。

3.石製品

石器 (Fig.71・72、Pla.66・67、Tab.l)

打製石鍛(1 ~ 6) すべて黒曜石である。平面形状で分類した場合、扶りが深く中位に最

大幅を有するもの(3 )、二等辺三角形状を呈し扶りが浅いもの (2・4)、ほとんど扶りが認

められないもの(5・6)に分けられるo 1は先端部の破片資料であるo

石鍬 (11) 緑色片岩製で、刃部の片面のみ研磨している。長さ9.4cm、幅5.0cm、厚さ1.

1cmを測り、偏平な自然石を利用したもので、両側から受ける調整は細かな所作によっているo

表土出土。

磨製石斧(15) 玄武岩製で刃部を欠失する o 現存の長さ13.2cm、最大幅7.9cm、厚さ5.

3cmを測り、表面には敵打痕が観察される o lSD001出土。

石包丁(12・13) 12は泥岩製で、刃は両刃であるo紐穴は径0.3cmと小さい。紐穴の横約

0.5cmのところに穿孔途中で中止したとみられる窪みがある。現存最大長9.0cm、断面図を作

成した部分の幅4.4cm、最大厚0.6cmを測る o 13は輝緑凝灰岩製で、刃は両刃である o紐穴は

両側からほぼ均等に回転を利用した穿孔具によって穿たれる。現存最大長6.2cm、同幅5.

Ocm、厚さ0.6cmを測るo 両者ともlSX100出土。

勾玉(7 ) 頁岩製とみられ、長さ2.3cmを測り、全体を研磨によって仕上げている。穿孔

は両側から行なわれているようであるo灰色土層出土。

紡錘(8 ) 滑石製で、直径4.3cm、高さ1.4cmを測るo 中央に直径0.8cmの孔を穿つo穿孔

は両側から行なうため孔の中ほどに稜線が巡るo 表土出土。

臼玉 (9・10) 滑石製で、表面及び側縁は丁寧に削られている o 10は長辺3.3cm、短辺3.

1cm、厚さ0.4cmを測るo 中央に径0.3cmの穿孔がある。 9は破片資料で厚さ0.3cmを測り、中

央とみられる位置に径0.2cmの穿孔があるo両者とも灰色土層出土。
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砥石(14) 砂岩製で、長さ27.5cm、最大幅8.6cm、厚さ3.2cmを測るo広端部小口面は自

然面、狭端部小口面は切断面であるo 表土出土。

(コ

図番号

Fig. 71-1 

Fig.7ト 2

Fig. 71-3 
， Fig. '7ト4

Fig.71山 5 ，1 

Fig. 71-6 

14 

Fig.72 石器実測図H

d 
d壬f

下、，‘、J
れ

ム九~:

(1/3) 

15 

Tab.1 石鍛計測表

出土地点 全長叩 中高CID 障さcm 素材
~色土j嘗 1.1+ 1. 2+ 0.2 黒曜石

者提蘭探蝿 1.7 1.6i， 0.3 I 安山砦

lSX028 1. 9+ 1.7 0.4 黒曙石

夜逆提薗百探五集層
2.8 1.8 0.4 安山岩

1.9 1.5 0.3 隅隅石
lSDOOl腐食土層 1.9 1.8 0.4 黒曜荷
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w.小結

1 .各遺構の年代と所見

時代を追って尾崎遺跡第 1次調査を概観することにより小結としたい。

縄文時代

この時代に属する遺物には石鍛と石鍬があるが、顕著な遺構は検出されていない。近接する

前田遺跡、宮ノ本遺跡からは後晩期の土器とともにこれらの遺物が出土しているo石鍬の原材

料の緑色片岩がよく出土するという特徴があるO

弥生時代

板付 I式の斐型土器、 E式の査型土器などの前期の遺物がまとまって調査区域の北側で検出

されている O この時期には大佐野川を挟む対岸の前田遺跡で前期の住居を中心とした集落が、

南約500mの筑紫野市剣塚遺跡には貯蔵施設と墳墓が見つかっており、この地域の開発がこの

時期に始まったことを示している O

古墳時代

前期前半には4軒の住居が相当すると思われる D これら住居の床面、特に中央部から出土す

る大半の遺物は須恵器を含む6世紀の遺物であるが、 lSB070の主柱穴掘り方から出土した小

型特種器台によって本来の建てられた時期が知られる D このことから床面中央部がかなり長い

間窪んだ状態で聞いていたことが想定される O 住居のプラン自体は方形を呈しベットを持つが

主柱穴は2つであり、弥生的要素を残しながら古墳時代のプランに移行しつつある O 弥生後期

後半までの集落は川向こうの前田遺跡にあり、この時期(布留古段階)には尾崎遺跡、上川久

保遺跡等の南側の自然堤防上に移行する。宮ノ本遺跡の前期古墳もこの時期に次々と形成され

てゆく O 住居以外にこの時期に属す可能性がある遺構には位置、方位からlSB029などが挙げ

られるが、顕著な遺物が出土しておらず後述の後期に属すことも否定できない。

後期後半には調査区域の南北に大きな溝が現われ、これは水流が無く低湿地化しており、こ

れに寄生して住居を含む居住空間が営まれているO 溝自体は蛇行しながらも現在流れる大佐野

川の流下する方向に従い、特にlSDOOlは土層観察でもほとんど滞水状態を示しており、これ

らの溝は、古墳時代の大佐野川が氾濫し自然堤防の後背湿地側に造った三日月湖状の溜まりで

あったと解されるO 安定地盤上には住居、掘立柱建物、土坑が存在するが、今回の調査区域で

は有機的な関係説明は難しい。 lSDOOl内で見つかった流木や杭、建築部材は杭列との関係か

ら恋意的にこの場所に置かれたものと解され、大型の部材を「コ」の字形に並べ杭で囲ったも

の(lSXIOO・110) と掘り方に矢板を打ったもの(lSX065)、ただ材を平行に並べたもの

(lSX090) とが見られる (Fig.75) 0 その時期は出土した須恵器の杯が小田富士雄氏編年の杯

IIのタイプに属することから 6世紀前半代と考えられる D その後の調査により大型の囲いを持

司

JOO
 



Fig.73 脇道遺跡第2次調査検出の貯木還構

w々 .!f'夜

F唱 74 尾崎遺跡第2次調査検出の貯木造構
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A
『今、dro 

A
斗Y
 

1SX065 

Fig.75 桝状遺構他復原想定図

つ遺構が西南に近接する脇

道遺跡 (Fig.73)、材を平

行に並べたものが尾崎遺跡

2次調査の低湿土壌中で見

つかっており (Fig.74)、

該期集落の周辺の低湿地が

木製資材の貯木場に利用さ

れていたことがわかる。湿

地の汀線きわで手つくねの

器台や椀の模造品、多量の

土師器、須恵器の杯類が廃

棄されており、これらを用

いた何らかの行為が複数回

おこなわれたことを示して

いる(脇道遺跡でも同じよ

うな状況が見られる)。集落本体は恐らく本報告の地点の北東側にあったものと思われる D

歴史時代

「表土」とした遺構全体を覆う層から各種の陶磁器類が出土している O 越州系青磁 I類片の

出土はこの時期の墳墓が展開する宮ノ本遺跡に関連するものか。明の染付は戦国期に「わくど」

城、「尾崎」城などのこの周辺にあったとされる山城や近世初期の検知帳に見られる「大佐野

村」との関連を想定させるが、この土地は基本的に13世紀頃の大規模な開墾によって本格的に

耕地化し、現在に至っている O

2.扉板について

尾崎遺跡第l次調査で出土した4枚のほぞ穴を持つ把手の付いた板材は、各々の長軸方向の一

端に回転軸を備え持つことから建物の扉材であることが推定され、九州大学工学部建築学の山

本輝雄先生のご教示により、現在でも鹿児島県や沖縄県の南島域でこのタイプの扉が伝承され

ていることがわかった (Fig.76) 0 

遺跡から出土する建築部材はほとんどの場合、建物廃絶後に他の施設に部材として転用され

ることが多く、または転用するまでの間低湿地に仮保管された状態で検出されることが多く、

各部材が有機的に意味づけされるケースは少ない。しかし、扉に関しては近年出土例 (Fig.

77)が増え、鴨居や方立といった関連部材がセットで供伴したものもあり、それらを概観する

中で尾崎遺跡の扉を振り返ってみたい。
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Fig.76 南烏の倉庫に用いられている扉(九州大学山本輝雄氏提供)

Tab.2 木製扉板出土遺跡地名去

mo~ 府~'，'，;t， rli町名 温跡名 遺構 a物 時期 脈i}、'" 備~ 関係文自民有

福岡県 Aに事附，fj 島返 低湿地 騨他 6世紀前半 町蔵施訟に転用 4ょ受k

2 福岡県 よ町

"・・
史館 騨 弥'U相聞l- 聾棺..に恥刷 ~t.I 

3 悩岡県 北九州市 権争迫 士抗D-12 '曜 古墳時代 1I5X (40) ，>2 
4 福岡県 北九州市 長野A 2区JI;-J.抗 鴨川 q 8t前略代 ?t池 .F. 3 

5 悩岡県 北九州市 金山 5L>(包ti'"帽 .事 弥生t-r';割前期 低湿地 :H 
6 山口県 下~，I lill]}¥;..場 A地区UXlJO{i島) 制 "JtI後期 81 )(27x3.4 itt5 

7 愛銀県 町谷 .' 6計紀後1 低沼地 2を6

8 兵庫県 川内，Ii '+:otI9;).: uRfl黙河川 M 古境'1'制 130.X-IOX3 '"発1<
9 兵庫県 神μ!Ii Ltm中 • IO 大阪府 "，.川市 讃良111長岡R 騨 6世紀 Jt-J;枠に転HI d:7 

II 大阪府 k_，!i "綾町 層、11'、司居 5世紀前T 140><40X4 井fi枠に恥川 n:s 
12 大阪府 klk，fj 録原

鶴'̂13 大阪府 11'"占池 • 註9

" 大阪府 人仙 .原
15 事l歌山県 鳴子・ 鳳 ;:110 

16 :r.ro府 亀関市 T代111221ベ JtJ' .瞬 8世紀後下 21.い><31.3.X4.3 JjJ;枠に申'I.!!J 政11

17 <，-:良県 抑制瞬 騨 5¥lf:紀 井ド枠に恥'IJ nI2 
，. 静綱県 山ふ • kUJ 

19 野馬県 検川市 'I'H ーか; 片岡) 古2官時代 ItJ4 

20 醇.II~卯E 1.'i- 2号"μ
E・ 古'A後期 48-X40.2X3 井Ji枠に恥111 i115 

現在、管見に触れるところの扉に関するlH土類例はTab.2に挙げた20例である。そのうち太

阪府大東市の北新町遺跡の例は扉、鴨居、 h立が転用されていたとはいえ、一つの遺構から組

み合わせ可能なセットで出ヒしており円周な資料である。~板は中央に尾崎の例と|ロl じく平面

観が牒型、側面観が弓なりを呈す問受けを有し、端部には棒状の突起が上下対になっている。

この突起は向転軸で片方が短〈造られているe 暢屑と思われる部材は両小口が聞く 11形で、軸

受けの穴と}j立が挿入されるほぞ穴がだぶって穿たれている l 断面でみると軸受けより )j立が

はまる位置が段途いに凸起している。恐らく扉板を取f
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出土した扉板の諸例(番号はTab.2に一致)
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びによって出来る隙間をカバーするた

めのものと思われる。

扉の問受けの意院は平面!日が}j形の

簡素なものと牒砲のものと門受けがな

いものがあるが、古1ft時代に限ってい

えば装飾的な牒型のものが九州から関

東まで広<'1f&している 2 また、出22

地方を中'L、とする日本海側の後期古墳

の閉11;;{iに見られる削りだしの装飾の

意匠は、まさに向が泊され牒砲の扉板

がしっかり閉じられた状態が現されて

いる (Fig.78)。牒型の立匠は地域を越

え当該矧の集落内の正式な倉に広〈用

いられた立陀であったと l且われる。

Fig.78 島根県鏡北廻古I宣の閉塞石

( r石棺式石室の研究』より転載)

扉桜自体の存在は福岡県石崎遺跡例

により弥生時代前期中頃まで遡り、近

年の凋査例では姻立柱建物自体の検出

例も弥生前期の占い段階まで確認されており、 b語版は集落内施設に婦、Z柱建物が導入されると

ともに使用が始まったものと思われる

Thb.2関係文献等

誌 I 主尭表。僑口述也、占川秀幸氏こ'教ボ。

誌2 北九州市教育文化 'l~業団『権ヶ迫、先ノト遺跡J 1987 

注 3. 北九州市教育文化 'l~章UI r長野A2J1987 
註4. 転尭表。山手誠治、佐藤浩司氏ご教示

註5 下関市教育委II会『占ID馬場遺跡J1992 
註 6 未発表。愛媛県四雌文化財センタ -ki竜氏ご教示。

註7 阿口陥 r.lIlU '1¥遺跡の尭掘調1I:Jr);:阪府下埋磁文化財研究会第20同資料J1989k阪府教育委員会
註8. };:車市北新町遺跡調査会『北新町遺跡第2次琵掘調咋概要報告書J1991 

註9.，豊中、古池置跡調査会『豊中、占池遺跡尭掘調査慨報その皿J1976 

註10 和歌山県教育委II会『昭和45年度阪事l高速道路遺跡尭掛調査概報J1971 
比11.;i(都府昭蔵文化財調査研究センター「京都府}型威主化財情報j第31l} 1989 

註12.!長良県立橿似J号，'i学研究所『和瞬、車本遺跡J1983 

註13 聾地書館 f伊比山本遺跡J1962 
註14 群馬県教育委μ会『中村遺跡J1986 
註15 群馬県理成文化財調査事業団『竺ツ年l遺跡J1988 
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181040 

一?ー官官-.・・‘ 目

図番号 口径 器高

Fig.27-1 10.8 3.8+ 

Fig. 27-2 11. 3 6.1 

Fig. 27-3 11. 3 6.6 

Fig. 27-4 11. 5 4.8 

Fig. 27-5 11. 6 5.6 

Fig.27-6 11. 7 4.9 

Fig.27-7 11.8 6.1 

Fig. 27-8 12.0 5.8 

Fig. 27-9 12.0 5.7 

Fig.27-10 12.1 5.1 

Fig.27-11 12.1 5.5 

Fig.27-12 12.3 5.5 

Fig.27-13 12.3 5.2 

Fig.27-14 12.4 4.7 

Fig.27-15 12.4 6.3+ 

Fig.27-16 12.5 5.6 

Fig.27-17 12.6 5.7 

Fig.27-18 12.7 5.4 

Fig.27-19 12.8 6.0 

Fig.27-20 13.0 5.9 

Fig.27-21 13.0 4.9 

Fig.27-22 13.2 5.2 

Fig.28-23 13.1 5.1 

Fig.28-24 13.1 6.2 

Fig.28-25 13.6 5.1+ 

Fig.28-26 11.3 5.9 

Fig.28-27 11. 7 5.8 

Fig.28-28 11.8 5.6 

Fig.28-29 12.2 4.9 

Fig.28-30 12.2 5.4 

Fig.28-31 12.4 5.2 

Fig.28-32 12.4 5.4 

Fig.28-33 12.6 6.1 

Fig.28-34 12.7 6.1 

Fig.28-35 12.7 5.4+ 

Fig.28-36 13.0 4.2 

Fig.28-37 13.0 5.6 

Fig.28-38 13.0 6.0 

Fig.28-39 13.4 5.5 

Fig.28-40 13.5 5.7 

Fig.28-41 13.7 5.7 

Fig.28-42 13.3 6.0+ 

Fig.29-43 10.9 5.0 

Fig.29-44 11.8 5.3+ 

Fig.29-45 11. 9 4.9+ 

Fig.29-46 11.9 5.9 

Fig.29-47 11. 3 6.5 

Fig.29-48 11. 5 5.8 

Fig.29-49 11. 5 5.3 

Fig.29-50 11.9 5.0 

別表 l 土師器杯の計測表

A.黒色仕上げの有O無X B.ヘラ記号の有O無×

分類番号 A 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

I-l-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

1-2-a × 

I-l-c × 

1-3-a × 

1-3-a × 

1-3-a × 

1-3-a × 

1-3-b O 

1-3-b O 

1-3-b O 
1-3-b × 

B 

× 

× 

O 
× 

× 

× 

× 

× 

O 
× 

× 

× 

O 
O 
× 

× 

× 

× 

× 

O 
× 

× 

× 

× 

× 

O 
× 

× 

× 

× 

× 

O 
× 

× 

× 

× 

O 
× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

O 

O 

O 
× 

図番号

Fig.29-51 

Fig.29-52 

Fig.29-53 

Fig.29-54 

Fig.29-55 

Fig.29-56 

Fig.29-57 

Fig.29-58 

Fig.29-59 

Fig.29-60 

Fig.29-61 

Fig.30-62 

Fig.30-63 

Fig.30-64 

Fig.30-65 

Fig.30-66 

18D001腐食土層
図番号

Fig. 33-1 

Fig. 33-2 

Fig. 33-3 

Fig. 33-4 

Fig. 33-5 

Fig. 33-6 

Fig. 33-7 

Fig. 33-8 

Fig. 33-9 

Fig.33-10 

Fig.33-11 

Fig.33-12 

Fig.33-13 

Fig.33-14 

Fig.33-15 

Fig.33-16 

Fig.33-17 

Fig.33-18 

Fig.33-19 

Fig.33-20 

Fig.33-21 

Fig.33-22 

Fig.33-23 

Fig.34-24 

Fig.34-25 

~竺4-26

図番号

Fig.37-19 
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口径

12.0 

12.0 

12.1 

12.4 

12.7 

12.7 

1. 27 

13.1 

13.2 

13.5 

14.2 

12.2 

13.2 

12.5 

10.4 

12.4 

口径

11. 6 

11. 7 

11. 8 

11. 9 

12.0 

12.0 

12.4 

12.4 

12.5 

12.5 

12.9 

12.9 

13.0 

13.2 

13.2 

12.0 

13.3 

13.2 

11.4 

12.1 

12.4 

12.4 

12.7 

13.6 

13.8 

14.5 

口径

13.1 

器高 分類番号 A B 

5.9 1-3-b × × 

5.5 1-3-b × × 

5.4 1-3-b O × 

5.5 1-3-b × O 

5.3 1-3-b O × 

5.7 1-3-b O × 

6.4 1-3-b O O 

6.8 1-3-b × × 

5.5 1-3-b O × 

5.3 1-3-b O × 

4.9 1-3-b O × 

6.2 II-2-a × O 
6.2 II-2-a × O 

7.3 II-2-a × × 

4.1+ II-3-b × × 

5.5 II-3-b × × 

器高 分類番号 A B 

5.3 I-l-a × × 

5.5 I-l-a × × 

5.6 l-l-a × O 

4.6+ I-l-a × × 

5.1 I-l-a × × 

6.6 I-l-a × × 

5.4 I-l-a × × 

4.3 I-l-a × × 

6.2 I-l-a × × 

5.8 I-l-a × O 

5.1 I-l-a × × 

5.4 I-l-a × × 

5.3 I-l-a × × 

6.0+ I-l-a × × 

5.2 I-l-c × × 

6.2 I-l-e × × 

5.5 1-2-a × × 

5.9 1-3-a O × 

5.2 1-3-b × X 

5.6 1-3-b O × 

5.1+ 1-3-b × × 

5.6 1-3-b × O 

6.1 1-3-b O × 

6.4 II-l-a × 

6.0 II-l-a × 

7.0 II-l-c × x I 

器高 |分類番号 I A I B I 
5.8 I I-l-a I x I 0 I 



1日XI00

閲栃号 ，1，口構 il， 器商 ~r.納骨暗号 l A ，1， B 

Fig. 40-1 11.0 4.8 I蜘1-a × O 
Fig.40ω2 】1.3 1 6.2 蜘トa × O 
抗g.40-3 11. 6 5.4 Iゅl叩凪 × o 
Fig.40司 4 11.4 5.5 1-1-a × × 

B'ig..4，0附 5 12除。 '5.i 1.1蜘凪 ， X '110 11 

Fig.40司 6 12.0 5.9 I鴫1-11 × × 

Fig.40-7 12.1 5.7 1-1-!i X × 

日仏4，0-8 12時1 5砂4十 ，1， .1州ト臨 X X 

Fig.40-9 12.1 5.5 1-1-品 × O 

'1' Fig.4'0-10 12.3 5.3 ト】叫晶 X ><1' 
12.6 4.2 1-1吋鳴 11.. X O 

Fig.40叩12 12.7 5.4 1-1-a × × 

111 .Fほ刷40寸$ 13刷5 5.3 I同l制時 X X ， 

Fig.40-14 12.5 5.8 [-1-<: × × 

'1
'
叫 .40-15 × 11.8 4.7 [-l-d × 

Fig.40伊 16 11. 7 5唱。 l叩信吋叫 ，1， XI， X 

Fig.40-17 11. 7 4.7 1-2-a × × 

11' Fig.4.0剛18 日制7 6.'5+ 蜘醐 X X 

Fig.40ω19 11. 9 6.3 I即日開副 X × 

|叫.40-20 12.7 5.3 I-Z-a × × 

，I， Fig.40-21 11， 12..9 ふ，6+ 1-2-8， X X 

Fig.40-22 13.1 4.2+ 1-2-a， × × 

Fig.41-23 12.5 5.2 '1' 1-$同乱 O X ! 

Fig.41-24 11.4 4.9 1-3時b X ，1， X 1， 

Fig.41-25 11. 7 5.6 1-3-b × × 

Fig.41-26 J'.l剛7 ふ6 1刷3-b 11 X X 

Fig.4ト27 11. 7 5.2 I帥3-b O × 

Fig. 4~-28 11.9 5.3 1-当時b X X 

Fig.41-29 12降4 5.4 1仰31-b O X 

Fig.41-30 12.8 5.6 I-3-b O × 

Fig.41-31 12.8 6.2 1晦3:":b 。l X 
Fig.4ト32 13.2 4.8+ 1.町3トb × X i 

Fig.41-33 12.1 5.9 Il-3-b × × 

，F1ig.41-34 12.2 i 5. 2.~ H同府開b ， X ， X 

Fig.41-35 14.2 4.3+ 11ω3-a × × 

II'Fほ.4ト36 13.7 4.5+ '1' II-ιa 
X X 

Fig.41-37 11.5 5.8 11-2-8 × X 

Fig.41-38 11.0 5.7 II-2-a × × 

Fig.4い39 1.2.4 6.2+ H仙ト血 l X ，1 X' 

Fig.41-40 15.1 4.6+ 11-1-a × X 

Fig.4ト41 11. 9 II × × 

Fig.46-14 ，1， n.5 ，1， 4.2十 I剛l蜘a X ， X 

lSXll0 

関帯-t 口後 器胸l 分類骨ゆ Ali日
Fig.47+ 1 12.4 5.5 1-1-a X X 

'1Fi"s.4れ2 12.4 5.6 1-1-a × × 

Fig.47哨 3 12.8 4.9 1，-1榊乱 X X 

Fig. 47.. 4 14.0 6.1 1-1吟a × × 

Fig.47.. 5 12.2 5.9 1-2山畠 X l' X 
Fig.47吋 6 12.6 4.8 1-2時a X X 

Fig. 47.. 7 12.3 5.6 1-3-b O × 

Fig.4，7吋自 12.6 '5. } 1-3酬b X X 

灰色土層
陛l脅:母 日後 器商 分類宅住吟 A B 

Fig.48叫 1 U.9 5.3 11， 1附1刷品 ;1 X X 

Fig. 48-2 11. 9 6.4 l-1-a × X 

Fig.48-3 12.8 5.3 1-トa X 〉ぐ

Fig. 48-4 12.9 ，1， 5.5 1-1-a X ，1，0 1， 
Fig. 48-5 12.7 5.3 1-2叩a × × 

Fig咽48叫 6 12.3 6.0+ 1-2ωC X X 

Fig.48-7 11. 3 4.9+ 1-3時a O × 

Fig.48-8 13.1 6.0 1-3-b X X 

， Fig.48時 9 15.0 5.3+ II句 1-a X 11， X 

Fig.48-10 15.7 5.9+ II-3-b × × 

図番号 ロど

X

一

一
-A
一×一

一帝…

t

一

一
番
…
同
一

一
類
一
ト
一

一
分
一
一

高一

ρ
一

器
一
6
一

晴
…
川
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別表2 杭・矢板計測表

出土地点はFig.79と対応

lSX065 (矢板) lSX105 (杭)

図番号 長さ 中高 厚さ 出土地点 図番号 長さ 幅(径) 厚さ 出土地点

Fig.56-1 54.0 19.8 5.0 5 Fig.68-1 60.8 (10.0) 5 

Fig. 56-2 40.7 18.1 5.2 13 Fig. 68-2 62.3 (9.7) l 

Fig. 56-3 33.6 16.3 5.1 12 Fig. 68-3 63.4 (8.3) 19 

Fig. 56-4 33.2 9.6 2.5 18 Fig. 68-4 58.6 (5.8) 16 

Fig. 56-5 43.1 15.8 4.1 9 Fig. 68-5 49.8 (7.4) 17 

Fig. 56-6 49.5 13.6 6.2 10 Fig. 68-6 42.3 (7.6) 6 

Fig.56-7 51. 2 9.6 3.4 6 Fig.68-7 34.2 (7.2) 3 

Fig. 56-8 43.6 11.5 4.9 Fig. 68-8 27.6 (6.7) 18 

Fig. 56-9 36.5 9.8 3.5 11 Fig. 68-9 26.8 (5.2) 10 

Fig.56-1O 14.4 9.9 3.1 Fig.68-10 26.0 (8.0) 2 

Fig.56-11 19.2 11.0 10.4 Fig.68-11 41.1 (5.1) 11 

lSX065 (杭) Fig.68-12 48.2 (3.9) 30 

図番号 長さ 幅(径) 厚さ 出土地点 Fig.68-13 47.9 (4.3) 32 

Fig.57-12 48.4 (6.1) Fig.68-14 43.7 (5.7) 7 

Fig.57-13 53.0 (6.0) 22 Fig.69-15 32.2 (3.5) 33 

Fig.57-14 51.1 6.3 4.6 3 Fig.69-16 12.1 (5.2) 10 

Fig.57-15 44.7 (5.5) 21 Fig.69-17 10.1 (4.5) 35 

Fig.57-16 41. 3 (6.2) 2 Pla.65-a 65.0 10.3 9 

Fig.57-17 30.8 (4.1) 55 (8) 4 

Fig.57-18 28.7 (3.2) 26 (5) 28 

Fig.57-19 7.1 (2.7) 40 (6) 21 

Fig.57-20 11.8 5.8 4.9 28 (7) 22 

Fig.57-21 19.7 5.7 3.0 22 (4.5) 27 

Fig.57-22 44.2 (12.2) 20 26 (4.5) 25 

lSX090 (杭) 27 (6) 23 

図番号 長さ 幅(径) 厚さ 出土地点
29 (5) 29 

Fig.58-1 93.1 (13.0) 3 

Fig. 58-2 79.4 (11. 9) 

30 (5) 19 

39 (8) 20 

14 (6) 24 

20 (4) 24 

21 (5) 22 
21 (4) 31 

50 6 3 12 
17 (4) 26 

24 (2) 17 
97 (7) 15 

27 (2) 17 
53 (6) 12 

55 (2) 14 

34 10 8a 

57 (3) 9 

34 (3) 9 

13 (5) 12 

lSXI05 (矢板)

| 図番号 | 長さ | 幅(径)I 厚さ |出土地点|
|同.69-18 I 30.1 I 8.4 2.9 34 

27 (4) 6b lSX110 (杭)

図番号 長さ 幅(径) 厚さ 出土地点

Fig.70-1 45.8 (5.2) 18 

Fig. 70-2 43.6 (6.0) 21 

Fig. 70-3 39.6 (4.9) 17 

Fig. 70-4 38.8 (7.6) 16 

Fig. 70-5 47.6 6.4 5.5 23 

Fig. 70-6 33.0 (6.3) 20 

Fig.70-7 28.9 (5.3) 15 

Fig. 70-8 28.4 (5.4) 19 

38.3 (5.0) 22 
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土師器表面の漆仕上げ処理について

国立歴史民俗博物館情報資料研究部

永嶋正春

1 はじめに

古墳時代の土師器の一部には、漆による表面処理を施したものが認められるO 透水性の予防

が主たる目的と考えられる O 筆者が最初に確認したのは、栃木県鹿沼市に所在する稲荷塚遺跡

から出土した古墳時代後期の土師器についてであるがにその表面処理方法は、それ以降の調査

により、北関東あるいは千葉県下の該期の土師器については一定程度検出される状況にある2)。

この処理方法とは、次の様なものと考えている O まず器胎の成形にあたっては、大きな鉱物

粒子が表面に出ない様に器表面を丁寧に調整し、コロイド的な粘土粒子でその表面を覆う O こ

の丁寧な調整により、大方の水漏れは防止されるとともに、漆処理の良好な土台がっくり出さ

れる O このような事前準備を経て焼成された土師器が、まだ余熱を持っている段階(恐らく、

2 ~3000C) で、表面をきれいに清掃し、漆を拭くようにして塗る。いわゆる焼付け漆で、ある O

こうすることにより、漆の胎土表面への付着性を良くし、また漆をきわめて短時間に硬化させ

ることができる O 生じる漆の膜厚は薄く、時には無いに等しい。しかしながら、その透水性を

防ぐ能力は抜群で、器表面の丁寧な調整と相侠って、土師器の漏水を完全に止めることができ

るO きわめて小量の漆の使用により、土師器の機能を大幅に改善できるわけである O また、移

り香が無い点なども、水物容器としてはまことに具合いが良い。このような土師器を、筆者は

‘漆仕上げ処理をした土師器'あるいは‘漆仕上げ土師器'と呼んでいる O

漆仕上げ土師器の外観性状は、その処理温度、使用された漆の種類と量、素地の性質などに

よりかなりの幅を有するものであるが、一般に、幾分艶の目立つ淡乳赤褐色~黒色の色調を呈

しており、胎土そのものの色調とは異なっているD この表面処理に用いられた材料を漆である

と科学的に証明するのはなかなか困難であり、また油煙その他で燥べられた場合にも類似の状

況になるのも事実である O しかしながら、将来的には顕微赤外的な方法でウルシオールの赤外

吸収スペクトルが検出されるなどして、その見極めがはかれると考えられる O 筆者としては、

日本の漆文化の全体的な状況を把握するのを第一の目的とし、縄文時代から現代に至るまでの

様々な漆資料の調査を実施しており、その観点からすれば古墳時代に於ける漆仕上げ土師器の

存在は、きわめて納得できるものである D

ところで、ここに取り上げる太宰府市尾崎遺跡出土の土師器であるが、 4点の内、少なくと

も3点はその外観性状が上述の漆仕上げ土師器に一致しているO これらの土師器は、発掘調査
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祖当者によって、 5C後半~6C前半に比定されており、もしこの種の土師器に漆処理が確認

できるのであれば、現在のところ時期的には関東のものに先行する事例になる。ここではこれ

らの土師器に関する調査結果を報告し、大方の参考に供することとしたい。

2 調査結果

調査は、土師器そのものの微細部にわたる光学顕微鏡的な観察と、土師器の表間部から微小

に採取した試料についての層断固の観察とに依った。 後者の観察も光学顕微鏡に依ったが、試

料をポリエステル樹脂に埋包岡定後、必要な箇所で切断研磨し、とりあえずの観察を済ませた

後、スライドガラスに貼り付け、薄片状態に仕上げてから行ったものであるO

R-006※器表面は、内外両面の全面にわたってかなり艶のある黒色で覆われている(図版l

のし 1の2)が、現状では捕れや傷みが多く、胎土が下から顔を出しているためのむらが目

立つ。なかでは良好な部分について検鏡すると、細か1Jt断文:を生じながらも連続している、艶

のある黒色層の存在が観察できる(図版1の3)0 微視的に見たその色調は、必ずしも純黒色

とは言えず、層の薄いと思われる部分については、幾分赤色味も感じられるo典型的な黒色部

から採取した表面部拭料の麿断困薄片(図版1の4)で見ると、厚さが厚いところでも12μm

(0.012mm)程の黒色の単一層が胎土の表面を覆っている状況を確認することができるO なお薄

いところではその惇さが数μmあるいはそれ以下である。この黒色層は、細かな断文があると

いえども、きわめて良く胎土表面に密着しており、それがこの表面処理方法の特慣であること

を示しているO また断文については、胎土と黒色物質との聞に熱膨張率の差が有るために発生

したと考えることが、この資料の場合最も合理的である。すなわち、高温で固定した漆膜が、

その熱膨張率が胎土のそれより相当大きいために、常温にまで冷却された時に収縮し、断文が

発生したと理解するのであるO

以上の諸特徴、すなわち、①黒色味の強い単一な層であること、①層のl厚さが薄いこと、③

胎土に良く付着していること、④l断文が発生していることなどを最も端的に示すものとして、

焼付け漆の存在を考えたい。

R-008※ この資料の外観は、藤本的には前述の資料R-006と同じである(図版1の5、lの

6)。ただ、現状での残り具合いで見ると、日縁部の内外に顕著で、かなり黒色味が強く感じ

られるのに対して、内底部などでは付着の状況が弱く、色調にも幾分褐色味が加わっている O

さらに外底部などでは、表面処理そのものが残存していない。場所によるこれら性状の違いは、

器表面の摩滅や痛みに依るところが大きいのは当然であるが、当初の処理むらを考える必要も

あろう D たとえば、内閣のやや処理の顕著な箇所では、内に撒条の微細なクラックを有する光

沢のある黒色の小斑点状のものが、平等に分散している(図版lの7、2の1) 0 この小斑点
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状のものの厚さは60μmにも達しており(図版2の4)、その周囲の付着物の厚さ(図版2の

3 )が10μmあるいはそれ以下であることからみると、著しく厚い。さらに口縁部外面などに

は、著しく光沢を有する黒色の箇所も見られるが(図版1の8)、これは微細なクラックが網

状に走りながら、連続して平滑に広がる塗膜状の付着物である(図版2の2)。これらの典型

的な箇所に比し、内底部などに認められる厚みも感じられず黒さも弱い箇所の表面状況は、次

の資料R-004の特徴に類似している O これらの内容は、高温硬化の漆であればこそ持ち得る

ものであり、表面の状況には幅があるものの、むしろ漆の焼付け処理の持つ質感の幅を良く示

しているという意味では典型的な資料と考えて良い。

R -004※ 前二者の資料ほどには器表面が黒色化しておらず、また表面に何らかの厚みを感じ

させる付着物が存在すると言える状況でもない。しかしながら、淡乳褐色~褐黒色を呈する器

胎内外表面のやや艶のある色調(図版2の5、2の6)は、その割れ断面が持つ胎土そのもの

の淡灰褐色の明るい色調とは全く異なるものである。顕微鏡でその表面を丹念に観察した場合、

大方は図版2の7に示すような状況を呈するO すなわち、胎土の色調とは異なるきわめて薄い

被覆が存在するかのごとく観察できるのである o しかしながらその層断面(図版2の8)で見

た場合、胎土表面には確実に層を成すと言える状況の付着物は認められず、もし在ったとして

もその厚さは lμmを大きく割り込むものに過ぎない。ただ胎土の表面部が10数μmの深さに

まで褐黒色にかなり変色している状況が見て取れ、これが外観的な色調を規定していると考え

れば、この資料の持つ質感に納得することができる O この状況は積極的な表面処理の結果と理

解してよい。ところで図版2の7に示したような表面性状については、前記の資料R-008の

内底部などに認めることができ、また本資料で、言えば、濃色の箇所の表面には、僅かではある

が資料R-008に見られるような艶のある黒色の微斑を検出することもできる O 以上の状況を

踏まえ、本資料にも高温硬化法による漆処理が行われているものと判断する O 使用した漆の種

類と量及び土器本体の温度の関係でこの資料のょっな外観性状を生じたものと理解したい。

R-Oll※ 外底面の広い範囲に顕著なカーボン吸着が認められる所から、加熱使用に供せられ

たと考えられ、そのためもあってか内外の器表面の状況は良くない。しかしながら、胎土表面

の調整に丁寧さが認められること、内面の一部に黒色の微斑が残存することなどから、当初に

おいては漆による焼付け処理がなされていた可能性を考慮する必要はあろう O

3 おわりに

尾崎遺跡出土の土師器について、その表面処理技術の観点から調査を行い、いわゆる漆仕上

げ土師器と判断することができた。漆そのものを分析化学的に同定したわけではないので、い

ささかの疑問が残る余地もあろうが、この点については将来的には解決されるはずの問題であ

り、また筆者にとっては漆と同定することのみに関心があるわけでもない。間接的ではあるが、
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資料の示す外観及びその居断面について微細に検討することで、およそ漆としての推定が成り

と共に、むしろ技術的な内郡いついては火器な情報が得陥れるものと考えているo

ところで本遺跡の土師器は、 5C後半~6C前半に比定されている点で、今の所関東地方の

漆仕上げ土師器に先行する事例になる O しかしながら類例の検討があまり進んでいない現状に

あっては、漆の高温焼付け処現方法に関する技術的な系聞や低播については、はっきりしたこ

とは雷えない状況であろう O ただ鯖者としては、すでに崎文時代において土製品(土器、土偶

など)に同様なことが行われていたと判断しており、また古墳時代においては鉄製の武具類に

焼付け漆の手法が用いられている事実もあるので、今後はそれらのことを念頭に置いて、幅広

く閥査を進める必聾があろう O また北部九十トI~こついてはん古噛時代の漆製品や漆の喪具(滞液

容器など)の検出に努めると共に、さらに遡った時代における漆の利用状況を丹念に追い求め

ていく必要がある O

註

文末ながら、今回の資料調査の機会をおっくり頂いた、太平府市教育委員会の方々に感謝の

したい'0

1 )永嶋正春「鹿招市稲荷楓璃跡出土品の材質と技法一古楠時代後期の、漆による表面仕上

げを施した土師器を中心 r稲荷塚・大野原J栃木県教育委員会 1987 
2 )同 「漆仕上土師器についてJr東金市久我台遺跡j (財)千葉県文化財センター
1988 

|問 「榎作遺跡出土土酬時の表面処理方法についてJW千膿市梗作遺跡j(財)

化財センター 1992 

※ 
R -006 lSX100 (Fig.41--28) 

R -008 lSDOO]黒色土曙 (Fig.29-47)

R -004 lSD001腐食土!音 (Fig.33-23)

R -011 lSXIOO (Fig.41-31) 
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図版 1

R -006 内面 2 R -006 外出 1 x 

3 R -006 外面 50X 4 R -006 同左層断前 200X 

5 R -008 内面 6 R -008 外面

7 R -008 内面 2 X 8 R -008 外面 2X 

尾崎遺跡出土土師器
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図版2

R -008 内面

3 R -008 層断面

5 R -004 内面

7 R -004 内面

!411Rurvd 

lぷ.ι11
い(ι;)(jfjJ11 

50X 2 R -008 外而 50X 

200X 4 R -008 層断商 200X 

1/2X 6 R-004 外面 2X 

100X 8 R-O例層断面 200X 

尾崎遺跡出土土師器
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1 .太宰府出土の石包丁の使用痕分析

近年石器の使用痕研究の発展によって、我々は石器の機能ーどこを、何に、どのように使っ

たかーについてより確実な推論をくだせるようになった。特に弥生時代の収穫具の分析は、こ

れまで東北・中部・近畿地方で着手され、稲作の技術組織を解明する上で有効な手段の一つで

あることが示され始めている O ところが稲作が日本列島で最初に渡来したと考えられる九州地

方ではまだ収穫具の使用痕分析は行われていない。そこでこの地域での収穫具での使用痕分析

の可能性を示すため、試験的に尾崎遺跡 1SX100出土の石包丁 l点の使用痕を検査することに

した。

観察結果

植物の作業によって生じる滑らかで丸みをもった光沢面が斑点状に形成されていることが確

認された。斑点状に形成されるのは、大きな平担面を持つ鉱物の上で、光沢面がより発達して

見えやすいからである o

完形品ではないが光沢面の分布は、基本的にはこれまで分析された石庖丁と同じパターンを

示す(須藤・阿子島1985，御堂島1989b，c，l991)0 すなわち両面とも向かつて左側で光沢面が発

達し、刃部は相対的に光沢面の発達が弱い。ただしこの資料で特徴的なのは、 a面で、光沢面

が左端に偏っている点である O 刃部に向かつて漸移的に光沢面が弱くなっていくので、刃の研

ぎ直しを行っているとは言いがたい。 b面は典型的な分布パターンを示していた可能性がある

が、右上に光沢面の発達部があることが注意される O この原因として左手でも石庖丁を使用し

たか、穂が反対面から巻込まれるようにして摘みとられた可能性が考えられる。いずれにしろ、

穂が石庖丁の上部で押さえられたこと示している O

以上、この地域の石庖丁でも使用痕の分析が可能なことが確認された。今後、分析を進める

ことにより、日本列島の稲作最初期の収穫具のあり方、また稲作の技術組織の地域性一石庖丁

の使用法が九州同、ら東北地方にいたるまで、どの程度斉一的なのか、この地域にも石庖丁以外

に収穫に関連した石器があるのか(山田1987、斎野1989、御堂島1989a参照)等ーを知る手掛

りが得られるだろう O

(引用文献) 須藤隆・阿子島香 1985 r東北地方の石庖丁についてj 日本考古学協会第51回総会研究発
表要旨 p.19 / 斎野裕彦 1989 東北地方における初期稲作農耕の様相(予察)J 地方史研究 39-

4 : 4-18 / 御堂島正 1989 a r有肩扇状石器の使用痕分析一南信州弥生時代における打製石器の機能-J
古代文化41-3: 30-43 / 御堂実正 1989 b rr扶入打製石痕丁Jの使用痕分析一南信州弥生時代における
打製石器の機能一」 古代文化 41-6 : 19-27 / 御堂島正 1980 c rr扶入打製石庖丁Jの使用法 南信
州弥生時代における打製石器の機能-J 古代文化41-8: 1-15 / 御堂島正 1991 磨製石庖丁の使用
痕分析一南信州弥生時代における磨製石器の機能 j 古代文化 43-11: 26-35 / 山田しょう 1987 弥

生時代の石器の使用痕分析Jr富沢一富沢遺跡第15次発掘調査報告書j仙台市文化財調査報告書第98集:
461-468 (1993.5.12受領)
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2.自然科学分析

( 1 )花粉分析

L 試料

分析lは送付されてきた試料すべてについて行なった。 l試料は当l祉に

析を行なった。分析試料については以下の表 lに示す。

襲 T 花粉分析拭料表

遺跡名および賦料採取地点等 | 土 質

を記載した後、分

BV31 ワラサンプル |黒色砂槌じり有機質シルト

2 I属崎遺跡 181)001 困層

3 I尾崎遺跡 ISD001 N層腐植土
4 1I尾崎遺跡 18DOOl 植物遺体
5 I陀崎遺跡、 ISXJOu 内側の士

6 1 尾崎遺跡 18XQ17 焦土

* 土質は当社にて記載したものを用いた。

2.分析方法およ

拭料約10gについてフッ化水難処理による試料の泥化、量破分離(奥化亜鉛:比重2.2)に

よる有機物の濃龍、アセトリシス処理(無水酢酸:氷酢幡工コ日:1)セルロースの分解、 KOH

処理による腐食酸の溶解の順に行ない、堆積物中から花粉化石を濃集した。

処理後の残溢の一部についてグリセリンで封入してプレパラートを作成し、その中に出現し

たすべての種類 (Taxa) について同定・計数した。

結果を木本花粉は木本花粉総数、草木花粉・シダ類胞午は総花粉・胞子数から不明花粉数を

帥いた数を基数とし し、花粉化四分柑図を作成した。 で複数の

をハイフォンで結んだものは種類問の区別が困難羽ものである O また、総数が100胴体未

満のものは、統計的に扱うと結果が湾曲する恐れがあるので、出現した種類を+で表示するに

とどめた。

3.結果

結果を図 1、表2に示す。

1 ~ 6) 

木本花粉では、シイノ

5では、これらに加えス市属の

科・クワ科・ヨモギ属などが出現する。

し、コナラ腐アカ を比較的多く伴う D 試料

い。革本花粉は全体的に出現率が低く、イネ
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種類 (Taxa)

木本花粉
モミ属 l 一 一
ツガ属 一
マツ属 7 
コウヤマキ属 一 一 l 
スギ属 2 5 
ヤナギ属 一 一一
ヤマモモ属 ー

クルミ属 一 一一
クマシデ属ーアサダ属 2 一 一

カバノキ属 一 一一
ハンノキ属 一一 l ー

コナラ属コナラ亜属 10 5 2 16 
コナラ属アカガシ亜属 59 45 24 79 
クリ属 6 2 一 一

シイノキ属 151 290 156 218 
ニレ属一ケヤキ属 一 一
エノキ属ームクノキ属 4 一 一

クワ科 一 一一
シキミ属 1 一 一 一 一
ジャケツイバラ属 一 一 1 一 一
カラスザンショウ属 一 一 一 一
キハダ属 一 一一一一一

ウルシ属 一 一一一一 2
モチノキ属 l 一 一
ニシキギ属 一 一一一一 23
ブドウ属 一 一一一一
ツタ属 一一一

ツバキ属 一 一一一 1
グミ属 一 一一一 l
ウコギ科 一一 2 . 1 
ミズキ属 一 一一一一 2
ツツジ科 一 一一 3 一一
ハイノキ属 一 一一 3
エゴノキ属 一 一一一

トネリコ属 一 I 一一

草本花粉
ヒルムシロ属 2 一 一 一 一

イネ科 ~ 2 ~ 
カヤツリグサ科 6 
ミズアオイ属 l 一 一 一 一
クワ科 2 一 一 一 32 
ギシギシ属 一 一一
サナエタデ節ーウナギツカミ節 l 
アカザ科 一 一一一 1
ナデシコ科 一 一一一一
キンポウゲ科 一 一一一 2 
アブラナ科 4 一 一 一 17 
マメ科 2 ー 24 
ツリフネソウ属 一 一 一 一 9 
セリ科 一 一一一一

ナス科 一一一一
オオバコ属 一 一一一一
オミナエシ属 一 一一

ゴキヅル属 一 一一一一一
ヨモギ属 24 11 12 
他のキク亜科 l 一 一 一

キク亜科 l 一 一 一

不明花粉 4 29 3 7 

シダ類胞子
シダ類胞子

合計
木本花粉
革本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総花粉・胞子

花粉分析結果表表2
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図 1 花粉化石分布図

出現曜は、木本花粉は木本花粉総数、革本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉

を除く散を基数として百叶事で算出したo なお、・0は1帖未満、十は木本花粉lOU'
個体未満の試料において出現した種類 (Taxa)を示す。

4，考察

本遺跡の各遺構からは、シイノキ属の花粉化石が高率に出現した。シイノキ属は、関東以南、

日カシ類とともに暖温帯林を1構成する主要な樹種であるO また、特に西日本を中心に分布し、

本各地で行なわれた花粉分析結果からo シイノキ属が高陣で出現する地点は、年平均気温が14

。C以上、年有効降水量は1100mm似上の温暖な気候環境によって特徴づけられるといわれてい

シキミ属、ハイノキ腐といった暖温帯に主に分布(塚田ほか1990)。さらに、ヤマモモ属、るl

カシ類を中心

とした暖温帯林が周囲を覆っていたものと推測される O なお、シイノキ属が風媒花に比べて花

粉の生産量や飛散能力が劣る虫媒花であることを考慮にいれると、シイ類が遺跡付近に多く生

育していたのかもしれない。試料番号 2~4 は古墳時代の溝 (lSD001) 内堆積物であり、自

然流路とされ、試料番号5はlSD001の溝内に構築されな桝状遺構(lSXI00)であるo 両者の

する樹種の花粉化石が出現することを考えると、当時 (5~ s世紀)はシイ類、

花粉組成の違いは!1SXIOOにスギが高率に出現することであるめ他の花粉はlSDOOlと同様であ

るO このことは各々の堆積当時lの植生に差があるのではなく、局地的な植生または埋没過程の

違いが反映した結果と考える。また、試料番号6ではニシキギ属が多く出現するO これも、局

地的にこれらの植物が生育していたとも解釈できるが、遺構の時代性や採取層準なども考慮し、
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( 2 )種実同定

1.試料

種実同定は、尾崎遺跡において採取された送付試料35点について行なった。試料の詳細につ

いては以下に示す。

表3 種実遺体同定試料表

試番号料 遺跡名および試料採取地点等 番試料号 遺跡名および試料採取地点等

12 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 30 尾崎遺跡 1SD001 黒色土

13 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 31 尾崎遺跡 1SD001 腐植土

14 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 32 尾崎遺跡 1SD001 腐植土

15 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 33 尾崎遺跡 1SD001 腐植土

16下 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 34 尾崎遺跡 1SX015 

17 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 35 尾崎遺跡 1SD020 

18 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 36 尾崎遺跡 1S1040 中央黒色土

19下 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 37 尾崎遺跡 1SX100 

20 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 38 尾崎遺跡 1SX100 

21 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 39 尾崎遺跡 1SX100 

22 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 41 尾崎遺跡灰色土

23 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 42 尾崎遺跡灰色土

24 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 43 尾崎遺跡灰色土

25 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 44 尾崎遺跡灰色土

26 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 45 尾崎遺跡灰色土

27 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 46 尾崎遺跡 Hトレンチ

28 尾崎遺跡 1SD001 黒色土 47 尾崎遺跡 Jトレンチ

29 尾崎遺跡 1SD001 黒色土(上層)

2.同定方法

肉眼および双眼実体鏡下で個々の種実遺体を観察し、形態学的特徴により種類を同定した。

3.結果

結果を表4に示す。以下同定された種類の形態学的特徴を記す。

・イヌガヤ (CephαlotαxusharringtoniαK.Koch) イヌガヤ科イヌガヤ属 種子

種子は茶褐色。側面観は長楕円形、上面観は両凸レンズ形。長さ 16mm程度、幅9~10rnrn程

度。種皮は硬く、表面には頼粒状の小さな突起が存在するD

・クリ (CαstαηeaCγmαtαSIEBOLD et ZUCCAR刈
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果皮は暗茶褐色。 lOmrn程鹿の破片O 復原しでも比輸的小型のものと見られる O

-コナラ属 (Quer・cussp.) プナ科果実

果実は茶褐色。 No.47の同体では長さ17mrn、径13rnmo県実上部に輪状紋を持たないので、

コナラ亜属 (Lepidobαtα.nus)であるとみられるO

-コウゾ属 (Broussoηetiαsp.) クワ科核

核は淡褐色。側面観は楕円形。長さ 2rnrn、幅 1rnmo基部に突超をもち、表聞には癌状の

隆起が散在する。核は厚く硬いo

-タデ属 (Polygonumsp.) タヂ科果実

果実は黒色でやや光沢がある。側面観は卵形、上面舗はやや片側が厚くなる両凸レンズ形。

長さ1.5mm、幅lmrn程度。菓l皮は薄いが硬い。

-ホウノキ (Mαgnoliαobovα仰 THUNBERG) モクレン科ホオノキ属 種子

種子は淡褐色。側面観は広卵形、上面観は腎形。長さ 7rnm、幡8rnrn程度。種子の表面に

は縦方向にしわ状構造があるO 種皮は厚く硬い。

-クロモジ属 (L伽derasp.) クスノキ科種子

種子は茶褐色。ほぼ球形。径6rnrn程度O 一端に小さく爪状に突出する部分がある。種皮は

やや薄くやや硬い。

-オトギリソウ属 (Hypeバcumsp.) オトギリソウ科種子

種子は炭化し、黒色。側面観lは:楕円形で、長さ 1rnrn租度o

-モモ (PrunuspersicαBATSCH) パラ科サクラ属核

核の側面観・上面観とも楕円形。長さ 15--24rnrn，幅1'2--19mm，厚さ n~16rnm。表面には

モモ特有のしわ状隆起構造があるO 一側面には縫合線が発達し、下端には「へそJがある。核

は厚く硬い。

-アカメガシワ (Mαllotusjαponicus MUELLER) トウダイFサ科アカメガシア属 種子

種子は黒色白やや偏平な球形口径3.5rnm程度。 Y宇却の小さな「へそjがあり、表面には

小さな摺状隆起を密布するo種皮は簿く硬い。
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-ミツバウツギ (Stα，phyleαbumαldαDECANDO山) ミツバウツギ科ミツバウツギ属 種子

種子は黄褐色。側面観は卵形、上面観は楕円形。長さ 7mm，幅 5mm程度O 種子の表面は

やや光沢がある O 種皮は薄いがやや硬い。

-ノブドウ属 (Ampelopsお sp.) ブドウ科種子

種子は灰黒色。側面観は倒心形。長さ 4mm。背面に「さじ状」の「へそJがあり、腹面に

は縦長の 2つの穴があるO 種皮は厚く硬い。

-ブドウ属 (Vitissp.) ブドウ科種子

種子は灰黒色。側面観は倒心形。長さ 4mm， V~2. 5mm 0 背面に「さじ状jの「へそjがあ

り、腹面には縦長の2つの穴がある oIへそ」の周囲がややくぼむ。種皮は厚く硬い。

.エゴノキ (ωS釘tyr，γα似♂幻りjα叩po仰ηn~犯cuωS 8lE氾回EBOωL印Det Zu∞仙ARI附刈N

核は灰黒色O側面観は楕円形 上面観は円形O長さl叩Omm程度O下端に大きな「へそ」があ

り、表面に3本の浅い溝がある O 核は厚く硬い。

-ヒョウタン類 (Lα.genariαsp.) ウリ科ユウガオ属 種子

種子は淡褐色で、褐色の筋がある O 側面観は一端が切形の長卵形状 上面観は偏平。長さ

lOmm，幅5mm程度O 種皮はやや厚いが弾力がある O

-タラノキ (Aγαt似 dαtα8EEMANN) ウコギ科タラノキ属 核

核は茶褐色。側面観は半円形 上面観は卵形。長さ1.5mm程度。核はやや厚く硬い。核の

表面には不規則な癌状突起がある O

-ムラサキシキブ属 (Cαllicαγpαsp.) クマツグラ科 核

核は淡褐色。側面観は卵形ないし長卵形 上面観は三日月形。長さ1.5mm程度。背面は平

滑，腹面はリング状の窪みがある O この部分は薄く柔らかく、他の部分はやや厚くわずかに弾

力がある O

-ナス属 (Solαnumsp.) ナス科種子

種子は淡褐色。側面観は円形 上面観は偏平。径 lmm。一端に僅かにへこむ「へそ」があ

るO 種皮はやや厚く柔らかい。表面には複雑にからみあった網目状模様がある O
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-サトイモ (Colocαs仰 escu加叫αSCHO円)サトイモ科塊茎

塊茎は黒色。卵形に近い球状。長さ 6crn，径2.5crn腔度。

-ミクリ属A (Spαγgαnium sp. A) ミクリ科 果実

果実は淡褐色。側面観は中央部がややくびれる楕円形，上面観は円形。長さ 4mm，径2

rnm程度。県実はやや硬い。

-ミクリ属B (Sparganiurn sp. B) ミクリ科 果実

果実は淡褐色。側面観は菱形，上面観は円形に近い。長さ 4rnrn，径2.5rnm程度。表面に縦

方向に延びる 8本程度の臨起が存在する。果実はやや硯い。

-ミクリ属c(Spαγgαnium sp. C) ミクリ科果実
ミクリ属Aとしたものよりもやや大型。

-スゲ属(0<αγ'exsp.) カヤツリグサ科果実

果実は茶褐色。側面観は楕円形，上面観は偏平。長さ1.5m:m，幅1rnrn。表面には細かな網

目状の模様が存在する O やや弾力がある O

-テンツキ属 (Fimbバstylissp.) カヤツリグサ科 果実

果実は黒色。側面観は倒卵形，上面観は楕円形。長さ1.5mm ，幅 lrnm。表面には細かな楕

円形の網目状模様が存在するO やや弾力があるO

-ホタルイ属A (Sciγpus sp. A) カヤツリグサ科 果実

果実は黒色。側面観は倒卵形，上面観は角が丸みを帯びる三陵形。長さ rnm，幅 mrn程

度。器部から果体よりやや短めの逆刺をもっ刺針がのびるO 外型が類似し、刺針が不完全な個

体を合めるo ホタルイ属Cと似る。果実はやや硬い。

-ホタルイ属B (Scirpus sp.日) カヤツリグサ科 果実

果実は茶褐色。側面観は倒卵形，上面観はやや平た〈、角が丸みを帯びる三陵形。長さ 1

rnm手呈度。ホタルイ属Aとしたものよりもやや席みの少ない個体。果実はやや硬い。

-ホタルイ属C (Sciγpus sp. C) カヤツリグサ料果葉

果実は黒褐色。側面観は倒卵形，上面観と角が丸みを帯びる三陵。長さ 2rnrn，幅1.5rnrn程
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度。基部から果体よりもやや短めの逆刺をもっ刺針が6本程度のびる。果実はやや硬い。

-ホタルイ属D (Scirpus sp. D) カヤツリグサ科果実

果実は黒褐色。側面観は倒卵形 上面観は角が丸みを帯びる三陵形。長さ 2mm程度O 基部

から果体よりもやや長めの逆刺をもっ刺針が6本程度ある。果実はやや硬い。ホタルイ属Cと

は刺針の長さによって区別できる O

-ホタイル属E (Sciγ'Pus sp. E) カヤツリグサ科 果実

果実は濃茶褐色。側面観は倒卵形，上面観は楕円形。長さ 2mm，幅1.5mm程度。刺針は破

損，粉失したものと考えられる D 果実表面には網目状模様が存在する D

-カヤツリグサ科A (Cyperaceae A) 果実

果実は淡褐色。側面観は両凸レンズ形，上面観は三陵形。長さl.5mm，幅O.5mm程度。表

面には網目状模様が存在するo

-カヤツリグサ科B (Cyperaceae B) 果実

果実は淡白色。側面観は両凸レンズ形，上面観は三陵形。長さ lmm，幅O.5mm0 カヤツリ

グサ科Aとした個体よりやや厚みが少ない。

4.考察

今回同定された種類について、人間の利用に着目するとつぎのようになる 0

・食用になるもの、( )内は食用となる部位

イヌガヤ(~壬乳)、クリ(子葉)、コナラ属(子葉)、モモ(果実)、ブドウ属(果実)、サト

イモ(魂茎)

-食用となる種類を含むもの、( )内は食用となる主な種

ナス属(ナス、ジャガイモ)

・食用以外で利用されるもの、( )内は用途

ヒョウタン(容器)

-栽培を考えられるもの

ヒョウタン、モモ、サトイモ

当時(古墳時代)の人間は、イヌガヤ、クリ、コナラ属、モモ、ブドウ属、サトイモなどを

食料として利用し、またヒョウタンを容器として利用していたことが推測されることから、今
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表4 種実遺体同定舶果

• i1出 12.113 14115 16H7 HliI1$120 21122 23124 25126 27Ji28 2913仙31

1'↑ 
41142 43144' 45146 .47'合官十

稜 類 部位 下 下

イヌガヤ 種子 I l 2 

クリ J性実 2<) (4)1' 6 

| コナラ属 |果実 (3)， 21 1)， l 7 

コウゾ属 核 I 

タデ属 果実 4 4 

ホオノキ 徹子 "， 
， 

'" 14 14 

11 (!ロモジ属 l穂子 '1 '1 ， 4 I 41 自

オトギリソウ属 稜子 i 

モモ 核 1 21(1) l 5 

アカメガシワ 鶴子

ミツバウツギ 穂子| ." 
25， 111 4 35 

ノブドウ属 種子 l 1. 

ブドウ腐 種子 1 

l エゴノキ 穂子 l .11 1
' 
711 '11 l 46 61 1 8111 1 1 81 

l ヒ司ウタン類 徹子 l 11. 1 

タラノキ 核 (1) l 

ムラサキシキプ 核 2 2 

'11ナス腐 種子 l
'1， 111 

lサトイモ 塊議 l I 

ミクリ属A 果実 Eω[80 E∞ 33118 531 

ミクリ腐B 果実 (1) (4) 1151 8 28 

，1， .~クリ臓 C 柴3延 :1(8). 2511 ! ~50 183 

スゲ属 果実 111 l 11 

テンツキ属 果実 l l 

ホタルイ腐A 果実 31' 3 7 13 1 

*'タJレイ腐B 果!挺

ホタルイ属C 果実 l ii 

ホタルイ属D 果実 l 4 5 

ホタルイ腐E 果実 5 5 

ホタルイ腐F 巣認 i 41 '11 '11 百

カヤツリグサ科A 来予定 51 9 
"， 

3 .17 

カヤツリグサ科B 果実 I 

I不明A l 

不明B l 

メg. 言十 2001 2 801 1 25110 251 11 21 7 2001158 15，1， 8 33118 231 4 11 1 11 2 1177 111 41 1 I1 7 2113 16 11.6 1 1 968 

( )は破片も含む。[はおおよその個数。

回検出された種実遺体は利用後不要な部分を投棄したものなのかも知れない。これらのうち、

モモ、サトイモ、ヒョウタンは、栽培のために古い時代に海外から持ち込まれたものであると

いわれていることから、当時これらの種類を栽培していたことが推測される。

植物の生態性に着目すると、次のようになるO

-眠温帯に主に分布するもの

アカメガシワ

・水生植物あるいは水生植物の糧類を含むもの

ミクリ属、スゲ属、テンツキ属、ホタルイ属、カヤツlJグサ科

Q
U
 

A
U
 



lSD001黒色土内において検出された種実遺体とそれ以外の場所から検出されたものとの聞

には、植物の生態性に着目すると若干の傾向がみられる o lSD001黒色土では水生植物の種類

を含む草本類が検出されているのに対して、それ以外の場所では木本'類の種実遺体が検出され

るo これはlSD001の黒色土が堆積した時期において、溝内が湿った状態であったためなのか

もしれない。また、その場所で検出される木本の種実は、周囲に生えていた母植物に由来する

ものかもしれないが、人間にとって有用な種類の中には他から運び込まれている可能性も考え

られる。

( 3 )昆虫同定

1.試料

試料は、尾崎遺跡から検出された見虫遺体7点である。以下に試料についての一覧表を記す。

表5 昆虫同定試料

番試号料 試料採取地点等 試番号料 試料採取地点等

40 尾崎遺跡 lSX100 51 尾崎遺跡 lSX100 

48 尾崎遺跡灰色土 52 尾崎遺跡 Eトレ

49 尾崎遺跡 lSD001 黒色土 53 尾崎遺跡 Iトレ

50 尾崎遺跡 lSD020 
」

2.方法

双眼実体顕微鏡下で、昆虫遺体の形態学的特徴から種類を同定した。

3.結果

結果を表6に示す。

表 6 見虫遺体同定結果

試番料号 同 r疋L三， 結 果

40 シヤ}プゲンゴロウモjドαpキm(mDduxscetwLSIIlashnαI17j P4WeIInch) 
マメコガネ (Pcpillω

/ 

48 オオモモブトシデムシ近似種 (cf.Necrodes仰 αticusPortevin) 

49 ヒメコガネ類 (Ano悦 αlαsp.)

50 オオセンチコガネ ((GOeZoUtC7e14tpoMesααjuumc開tusdαMo(tFsaclId11e11rsmkya) nII 
コアオハナムグリ )) 

51 ゲンゴロウ近似種 (cf.C俳句teγjα:ponicusSharp) 

52 オオモモブトシデムシ近似種 (cf.N ecrodesαs似ticusPortevin) 

53 ヒメコガネ類近似種 (cf.Aηomαtαsp.) J 
以下に検出された昆虫遺体について形態学的特徴や検出部位について記すO
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-シャープゲンゴロウモドキ (Dityscusshαrpi WehncNe) 

試料番号40から検出された。検出部位は、左上麹の基部、中央部、先端部、右上麹の中央部、

先端部の各破片と後胸腹板である。後基節突起から上記の種と同定した。現在九州には分布し

ていない。雄の上遡には出土標本のような強い縦溝がないことから、この個体は雌(♀)であ

ると思われるむ

・マメコガネ (PcpillαJα:ponicαXewmann)

試料番号40から検出された。前胸背板、中央で2つに割れているo

・オオモモブトシデムシ近似種 (cf.N ecrodesαs仰ticusPO此evin)

試料番号48において布上閣が検出された。摺端部外縁が反献しているが、埋没後に起きたも

のであろう。動物の腐肉や使所にくるO

・ヒメコガネ類 (Aηomαlasp.) 

同料番号49においては、右上聞が検出された口外線と金合珊は欠けているo また、試料番号

53においては、前胸背板、後胸腹板?、中脚の腿節と腔節が検出された。

・オオセンチコガネ (Geotrupes仰 γαtusMotschulsky) 

蹴料番号50から布上姐の後半叶と、前半分の破片、左右本明のよ姐破片がそれぞれ検出された0

・コアオハナムグリ (Oxycetoniαjucundα(Faldermann)) 

試料番号50から前胸背板が検出された。

・ゲンゴ口ウ近似輔 (cf.Cyb州θγjα'，JJonic'US8ha叩)

試料番号51より右上麹前半部会合線よりの部分の破片が検出された0

・オオモモブトシデムシ近似種 (cf.Necrodes仰 αticusPortevin) 

拭料番号52より左者一体の上姐が検出された。

4.考察

本遺跡出土昆虫のうち、シャ←ブゲンゴロウモドキと#オモモブトシヂムシ近似植を除くと

日本各地の各時代の遺跡によく見られるものである。オ才モモブトシデムシやオオセンチコガ

ネはウンコを食べる虫で、便所に来ることがあるので住居跡で発見されてもおかしくない。シ

ャープゲンゴ口ウモドキは水棲で品るため、当時桝状遺構内には、水がi留まるような状態であ

ったと示唆され、興味深い結果である O なお、シャープゲンゴロウモドキの地理的な分布を考

えると、現在では本州、!と佐渡から知られるのみであることから、過去の昆虫の地理的分布を考

える上で興味深い。

引用文献 〈花粉分析に関するもの〉

極水重元・山内輝子(1971)花粉・胞子化石の研究法 p.50-73: 共立出版

概悶;松雄‘畑中健一・杉岡真哉 (19910)アジアの班熱帯・暖j温帯械における第四紀末の植生児 |日本植物臨

九州 p.217-246 ~文堂
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図版1 花粉化石の写真
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予告 Bは今回報告分に関係しない。
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図版z 種実遺体の写真
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図版3 種実遺体の写真
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図版4 種実遺体の写真
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図版5 昆虫遺体の写真

3 

1.ヒメコガネ類 (試料番号53)

3. コアオハナムデリ (試料番号50)

5田n

・・・・・・・圃・(4) 

( 1-3) 

2.マメコガネ (試料番号40)

4. シャープゲンゴロウモドキ (試料番号40)

-115-

4 



図版6 昆虫遺体の写真
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3.石包丁の使用痕

尾崎遺跡第 l次調査の溝lSD001内のlSX100から出土した石包丁について高倍率の金属顕微

鏡(オリンパスBH2-UMA) を用いて観察した結果について報告し、若干の所見を述べる。観

察は1991年12月19日に東北大学内の埋蔵文化財調査室でおこなわれ、観察者は山田しょう(元

東北大学埋蔵文化財調査室、現パーバード大学)、斎野裕彦(仙台市教育委員会)と山村信楽

である D

資料は超音波洗浄機によって軽く洗浄し、観察前にアルコールで軽くふき取りをおこなった。

資料の平滑面を100倍と200倍で見られたものは、傷状の擦過痕跡といわゆる「パッチ状のコー

ングロス」と呼ばれるイネ科植物で現われる光沢斑であった(写真図版参照)。

この光沢斑はA、B面ともに確認される O それぞれの面の内で強弱の分布が見られる(図

1 ) 0 両面を相対的に比較した場合、面の左側の方がより強い光沢面の発達が見られる o この

ことは須藤、阿子島(1985)が報告した東北地方出土の石包丁の使用痕分布の一般的傾向と合

致し、また、使用実験による成果からも右手使用によるイネ科植物の穂摘みによるものと解釈

される D 弱いながらB面にも若干A面に似たパターンでの使用痕が見られることから、多少左

手による使用があったことも考えられるo刃部に光沢斑が無いのは研ぎ直しによるO

観察した本資料は小豆色をした砂岩質の堆積岩であるが、観察の結果見られた使用痕、特に

光沢斑の形状認識には、過去に東北大学を中心に集積された実験や資料分析による成果を援用

するに違和感はなかった。しかしながら、今後は「実験に解釈の基準を作らなければならない

という基本的な立場をj順守するのであれば、在地産の出土遺物と同じ素材を用いた使用実験

をおこなう必要性があろう O

観察に際して山田、斎野両氏には場所や機械の提供を受け、観察方法の指導や解釈について

の数々のご教示をいただきながら、力量不足により意を尽くせない報告となってしまった。責

は山村が負うものであるO

九州においては磨製石器のみならず縄文後期から弥生前期に亘る剥片石器の分析や位置づけ

においても、器種構成比による解釈で留まり停滞したままであるが、今後は使用痕レベルまで

踏み込んだ論議が必要であり、同じ石材によるパターン化した使用実験をおこないデータを集

積する必要がある D



光沢面の発達度

② 

B菌

、、

註

I r東北地方の石包丁についてJ1985須藤隆、阿子高香 「日本考占学協会第51団総合研究発表」
2 r使用痕研究の現状と針路J1986山田 L ょう 「暦史」 第67号東北史'~'f-:会
3 r石器J1991山村信華 「福岡市早良区有悶ヒ山前遺跡の研究J(r日本における初期弥生文化の成立J横山
措ー先生退官記念論文集)
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写真図版

①a 植物による光沢両 ('1'位110 XI00 ①b 同左拡大 X200 

② 梢物による光沢市 ( ~~ ) ③a 地物による光沢面 (微小)

@ 未変化部分 ~ 植物による光沢商 (弱)

⑥a 低石による光沢面 XIOO ⑥b 同左拡大 X200 

①a、⑤、五aは トー が100l' 111 正b-④、⑥bは 』ー→ が100μm



写真図版
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